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　神奈川県町村会は、大正９年９月24日に創立され、このたび
100周年を迎えました。
　日頃より、本会の運営にご支援ご協力を賜っております関係
各位の皆様に、心より感謝申し上げます。
　本会は、過去、50周年記念誌、60周年記念誌、及び70周年記念
誌を発刊いたしました。この100周年の節目に、創立当初、23町
175村でありました神奈川県内の町村は、現在、13町１村になり
ましたが、あらためて14町村の魅力を多くの方に知っていただ
くことを目的に、本記念誌を発刊することといたしました。
　ご高覧いただければ幸いに存じます。
　さて、神奈川県内14町村の魅力に少し触れたいと思います。
それぞれの町村とも恵まれた自然環境、地域の食材を活かした
食べ物、伝統行事など魅力は色々とございますが、何と言いま
しても「誰もが住みたいと思う地域づくり」に各町村が協力し、
力を合わせて取り組んでいることが最大の魅力ではないかと思
います。
　この神奈川県町村会の100年に渡る活動がそれを物語ってい
るのではないかと思います。
　各町村の魅力につきまして、詳しくは、それぞれの町村が 
「わが町、わが村」の魅力をコンパクトにご紹介していますので、
是非そちらのページをご覧いただきたいと思います。
　結びに、本誌の発刊に際しまして、ご協力いただきました皆様
に厚く御礼申し上げます。

　令和２年10月

神奈川県町村会 会長
冨田 幸宏 （湯河原町長）
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神奈川県町村会創立100周年をお祝いして
　神奈川県町村会が創立100周年を迎えられま
したことを心からお祝い申し上げます。
　神奈川県町村会が設立された大正９年から１
世紀にわたり、町村の行財政運営の支援に取り
組まれ、今日まで町村の発展と住民の福祉向上、
地域振興に御尽力された皆様方に心から敬意を
表します。
　新しい令和の時代を迎え、人口減少・超高齢
社会の到来という大きな変化の中で、一人ひとり
のいのちが輝く持続可能な地域社会を実現する
ことが重要です。
　人生100歳時代において、誰もが高齢になって
も笑って生き生きと活躍できる環境を整える上
では、住民との距離が近い町村だからこそ可能
なことが多く、引き続き町村ごとの個性あふれる
取組みを大いに期待しております。
　神奈川県町村会の皆様には、今後とも町村連
帯の核として御尽力いただきますとともに、県政
の発展にもお力添えくださいますようお願い申
し上げ、お祝いのことばといたします。

発刊を祝して
　神奈川県町村会が創立100周年を迎えられ、記
念誌を発刊されることに対し、心よりお祝い申し
上げます。
　神奈川県町村会は、大正9年9月に設立されて以
来、神奈川県内町村の相互連携のもと、地方自治
の振興発展に多大なる貢献をされて参りました。
　今日までの歩みは、町村長をはじめとする関係
各位の一方ならぬご尽力のもとで積み重ねられ
たものであり、その功績に深く敬意を表します。
　町村を取り巻く情勢は時代とともに大きく変
化しております。多様化するニーズを反映した、
安心安全で魅力あるまちづくりには、住民に寄り
添った柔軟な取組みが必要であり、貴会による
長年の経験と英知を生かしたお力添えなくして
は成しえません。
　町村行政の一翼を担う議会といたしましても、
今後とも貴会との連携を強固にし、より一層、町
村の発展と住民福祉の向上を目指し、共に尽力
して参りたいと存じます。
　神奈川県町村会が100周年を契機に、ますます
発展されることを祈念し、また、関係各位のご健
勝とご活躍をお祈り申し上げまして、お祝いの言
葉といたします。

 お祝いの言葉
　神奈川県町村会が創立100周年を迎えられま
したことを心からお祝い申し上げます。
　貴会は、大正9年に「神奈川県町村長会」として
創立以来、戦後の町村合併を経ながら、これま
で、県内町村の発展に尽くされてまいりました。
　今日の発展は、歴代の会長をはじめとした、関
係各位のご尽力、ご苦労の賜物であり、深く敬意
を表します。
　県内町村を取り巻く環境は、少子高齢化、経済
構造の変化やICTの取組み等、社会情勢が著しく
変化するとともに、地方分権のさらなる推進や、
住民が安全安心に暮らせるための災害対策な
ど、多くの行政課題に直面しており、適切かつ効
率的に対応していくことが求められています。
　県議会としましても、県内町村において多様化
する課題とその解決に向け、活発で充実した議
論を通じて、力を尽くしてまいりたいと存じます。
　結びに、貴会が、創立100周年を機に、ますま
す発展されることを心より祈念いたしまして、お
祝いの言葉といたします。

神奈川県知事
黒岩 祐治

神奈川県町村議会議長会 会長
伊東 圭介 （葉山町議会議長）

神奈川県議会議長
嶋村 ただし
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昔 と 今 の 景 色 を
写 真 で 比 べ て み まし ょう

▲葉山らしい海岸線と松林は今も変わらず残っています
◀大正3年の御用邸周辺の様子（葉山郷土史研究会提供）

御用邸周辺葉山町

▲現在の二宮駅南口
◀旧二宮駅南口

二宮駅南口二宮町

▲現在の寒川駅北口
◀開業まもない寒川駅（大正11年頃）

寒川駅寒川町

▲現在の中井町役場
◀昔の中井村役場

役場中井町

▲現在の大磯駅舎
◀明治後期頃の大磯駅（大磯停車場）

大磯駅大磯町

▲道路はアスファルトで整備され多くの車が行き交う
◀昭和18年頃の県道神山橘線矢

やがしら

頭地先の竣工式

県道平塚松田線大井町

▲現在の松田駅
◀明治22年開業当時の松田駅

松田駅松田町

かながわ100年今　昔
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▲小田急線開成駅付近
◀県立吉田島農林高校付近

吉田島地区開成町

▲現在の山北町役場
◀昭和14年頃の山北町役場

役場山北町

▲現在の湯河原駅
◀湯河原駅（大正12年）

湯河原駅湯河原町

▲現在の箱根湯本駅
◀大正8年頃の箱根湯本停車場

箱根湯本駅箱根町

▲2018年に掛け替えられた、現在の馬渡橋
◀明治43年７月撮影の木造の馬渡橋

馬
まわたりばし

渡橋愛川町

▲港町・真鶴は、今も変わらず漁師町として出漁が行われている
◀大正11年の出漁風景。この時期この地方で初めて海女が稼働した

真鶴港真鶴町

▲現在の宮ヶ瀬湖
◀宮ヶ瀬ダム建設以前の宮ヶ瀬地区

宮ヶ瀬清川村

89



東京から南へ約50㎞、三浦半
島の入口に位置しており、西向
きの海岸線と広大な山 を々有し
ています。人口は約3万3千人
で、鉄道網はないながらも御用
邸のある町として日本中に知ら
れています。町の７割を覆う緑の
中には田園風景がありますが、
葉山港、葉山マリーナなどの施
設、夏には海水浴場が設置され
るなど、マリンレジャーの楽しめ
る町としても親しまれています。

葉
山
町

いつかは葉山へ

自
然
環
境
先
端
都
市
へ

御
用
邸
の
町

Ｓ
Ｎ
Ｓで
憧
れ
の
町
に

住
む
人
が
町
を
楽
し
む

世
界
に
Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
を
発
信

町
の
花

つ
つ
じ

町
の
鳥

う
ぐ
い
す

町
の
木

く
ろ
ま
つ　

美
し
い
山
と
海
に
恵
ま
れ
、棚
田
な

ど
の
原
風
景
は「
に
ほ
ん
の
里
１
０
０

選
」（
朝
日
新
聞
）、海
越
し
の
富
士
山
を

望
め
る
地
勢
は「
世
界
の
ベス
ト
ビ
ー
チ

１
０
０
」（
２
０
１
３
年
・
米
Ｃ
Ｎ
Ｎ
）に

選
ば
れ
て
い
ま
す
。こ
の
豊
か
な
自
然

を
将
来
に
残
す
た
め
、
海
洋
環
境
保

全
活
動
を
行
う
世
界
的
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
協

定
を
結
ん
だ
り
、公
共
施
設
で
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
販
売
を
廃
止
し
た
り
、プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
を
無
く
す
先
進
的
な
取

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
は
、明
治
45
年
に
慶
応
義

塾
の
水
泳
部
が
森
戸
海
岸
沖
で
ヨ
ッ

ト
を
帆
走
さ
せ
た
こ
と
が
ヨ
ッ
ト
の
始

ま
り
と
さ
れ
、葉
山
は「
近
代
日
本
ヨ

ッ
ト
発
祥
の
地
」と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
の
セ
ー
リ
ン
グ
会
場
に
江
ノ
島
が

選
ば
れ
た
こ
と
を
受
け
、セ
ー
リ
ン
グ

選
手
に
向
け
た
応
援
ム
ー
ビ
ー
の
制
作

や
町
民
の
皆
さ
ん
に
ヨ
ッ
ト
乗
船
を
体

験
し
て
も
ら
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、町
内

の
セ
ー
ラ
ー
と
協
力
し
た
ヨ
ッ
ト
レ
ー

ス
な
ど
、町
全
体
で
一
体
と
な
っ
て
盛

　
移
住
定
住
促
進
の
取
組
み
と
し
て

平
成
27
年
に
立
ち
上
げ
た
町
公
式
の

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム「hayama_official

」

で
は
、町
が
推
奨
す
る
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ

「
葉
山
歩
き
」を
使
っ
た
一
般
投
稿
が

８
万
件
以
上
行
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ

に
よ
っ
て
、町
内
外
の
皆
さ
ん
に
よ
る

町
の
魅
力
発
掘
と
魅
力
発
信
に
繋
が

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、民
間
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
企
画

を
実
施
す
る
な
ど
、若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ
と
で
、土
日
は
人

が
あ
ふ
れ
る「
憧
れ
の
町
」と
し
て
定

着
し
て
い
ま
す
。

　
風
光
明
媚
で
温
暖
な
葉
山
は
保
養

地
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。皇
室
の
侍
医

を
務
め
た
ド
イ
ツ
人
医
師
の
ベ
ル
ツ

博
士
が
、皇
室
ご
一
家
の
転
地
療
養
先

の
一つ
と
し
て
葉
山
を
強
く
推
奨
し
た

こ
と
も
あ
り
、明
治
27
年
に
は
御
用
邸

が
建
設
さ
れ
、別
荘
地
と
し
て
全
国
に

認
知
さ
れ
ま
し
た
。町
民
の「
御
用
邸

の
町
」と
し
て
の
想
い
も
強
く
、天
皇

陛
下
ご
退
位
と
皇
太
子
殿
下
ご
即
位

に
あ
た
っ
て
は
、有
志
の
皆
さ
ん
に
よ

る
祝
賀
行
事
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昼
間
人
口
は
25
％
が
町
外
に
出
る

統
計
が
あ
り
ま
す
。そ
の
一
方
で
、休

日
に
な
る
と
葉
山
ら
し
い
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
求
め
、町
民
を
主
体
と
し
た

様
々
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
イ
ベ
ン
ト
が
開

か
れ
ま
す
。海
や
山
を
利
用
し
た
ス
ポ

ー
ツ
や
文
化
、芸
術
祭
な
ど
も
多
い
一

方
、幻
の
和
牛
、葉
山
牛
も
あ
り
、商

工
農
漁
業
も
盛
ん
で
す
。

 「
葉
山
が
好
き
」で
住
ん
で
い
る
人
が

多
く
、共
に
街
を
創
る
、協
働
も
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

所在地  〒240-0192
葉山町堀内2135番地
電話番号  046（876）1111
URL   https://www.town.
hayama.lg.jp/
面 積  17.04㎢
人 口  31,532人

I N F O R M A T I O N

hayama_official

人口は、神奈川県人口統計調査「神奈川県の人口と世帯」令和２年４月１日現在のものを掲載しています。面積は、令和２年１月１日現在の国土交通省国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」より行政区域面積を記載しています。

有志の町民による改元を祝うコンサートを開催

英国選手との地域交流も実施葉山沖はクルージングに最適 商工会青年部が50周年を記念した大規模イベントを企画

NGOセイラーズフォーザシーとの協定締結式には、名誉会長のロック
フェラー·ジュニア氏が自ら参加

り
上
がって
い
ま
す
。ま
た
、オ
リ
ン
ピッ

ク
の
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
で
世
界
最
多
の

金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て
い
る
英
国
セ
ー

リ
ン
グ
チ
ー
ム
と
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
協
定
を

結
び
、チ
ー
ムの
サ
ポ
ー
ト
や
地
域
交
流

も
行
って
い
ま
す
。

　
語
学
ボ
ラ
ン
ティ
ア
の
登
録
制
度
も

開
始
し
、世
界
に
向
け
て
Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

の
お
も
て
な
し
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

若い女性を中心に人が集まり、SNSを通じて葉山の魅力を拡散
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神奈川県の中央部を流れる相
模川の河口から上流約6㎞の
左岸に位置し、湘南地域の一
角を占めています。面積は
13.42㎢で、東西2.9㎞、南北
5.5㎞と南北に長く、東は藤沢
市及び茅ヶ崎市に、西は平塚
市、厚木市に、南は茅ヶ崎市に、
北は海老名市にそれぞれ接し
ています。標高は約5～27mと
おおむね平坦で、宅地と耕地
が大部分を占めています。

寒
川
町

寒
川
神
社

花
の
ま
ち

由
緒
あ
る
土
地

歴
史
と
伝
統
、そ
し
て
創
造
的
な
未
来
へ

町
の
花

す
い
せ
ん

町
の
鳥

ダ
イ
サ
ギ

町
の
木

も
く
せ
い

豊
か
な
自
然
と
水
の
め
ぐ
み

　
寒
川
は
広
い
空
や
町
内
を
流
れ
る

相
模
川
、目
久
尻
川
、小
出
川
な
ど
、

川
の
水
の
清
ら
か
さ
、四
季
折
々
の
風

景
な
ど
、一
年
を
通
し
て
美
し
い
景
色

と
季
節
を
感
じ
る
緑
豊
か
な
自
然
環

境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
町
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
す
る
さ

む
か
わ
中
央
公
園
に
は
、
芝
生
広
場

や
ビ
オ
ト
ー
プ
池
に
注
ぐ
せ
せ
ら
ぎ

が
あ
り
、子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
で

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。春
に
は
満
開
の
桜

越
し
に
富
士
山
を
望
め
る
こ
と
か
ら
、

ぜ
ひ
訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い
人
気
の

ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　
寒
川
神
社
は
、相
模
國
一
之
宮
と
称

さ
れ
、1
2
0
0
年
以
上
の
歴
史
を
持

つ
神
社
で
す
。町
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置

し
、年
間
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

が
行
わ
れ
、町
の
内
外
を
問
わ
ず
多
く

の
人
が
訪
れ
ま
す
。

　
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
、カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
切
り
花
や
、シ
ク
ラ
メ
ン
な
ど

多
品
種
の
鉢
花
の
栽
培
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。生
産
農
家
が
手
塩
に

か
け
た
鮮
度
の
高
い
花
を
購
入
す
る

こ
と
が
で
き
る
直
売
所
は
、い
つ
も
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。

　
縄
文
時
代
の
住
居
跡
が
数
多
く
発

見
さ
れ
た
寒
川
の
地
は
、い
に
し
え
か

ら
多
く
の
人
た
ち
に
選
ば
れ
、 住
み
続

け
ら
れ
て
き
た
土
地
で
す
。小
出
川
を

望
む
大
地
の
中
位
面
に
立
地
す
る
岡

田
遺
跡
は
、旧
石
器
時
代
か
ら
縄
文

時
代
、弥
生
時
代
の
複
合
遺
跡
で
す
。

住
居
跡
は
、
確
認
さ
れ
た
だ
け
で
も

6
0
0
軒
以
上
あ
り
、未
調
査
の
部
分

を
含
め
れ
ば
、1
0
0
0
軒
を
超
え
る

日
本
最
大
級
の
遺
跡
に
な
る
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
寒
川
町
で
は「
高
座
の
こ
こ
ろ
。」と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、

町
民
が
誇
り
を
持
ち
続
け
、若
い
世
代

か
ら
も
支
持
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、高
座
郡
と

し
て
、今
や
本
町
に
だ
け
残
る
由
緒
あ

る
地
名
と
、そ
こ
に
住
ま
う
人
々
の
穏

や
か
な
気
質
や
、人
と
人
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
す
る「
こ
こ
ろ
」

を
掛
け
合
わ
せ
、町
の
本
質

や
魅
力
の
象
徴
と
し
て
表

現
し
た
も
の
で
す
。

　
令
和
2
年
11
月
に
は
町

制
施
行
80
周
年
を
迎
え
ま

す
。先
人
た
ち
の
た
ゆ
ま
ぬ

努
力
で
発
展
し
て
き
た
寒

川
町
を
よ
り
良
い
か
た
ち

で
次
世
代
へ
と
渡
す
べ
く
、

2
0
4
0
年
を
展
望
す
る
新

し
い
総
合
計
画
を
策
定
し

て
お
り
、ま
ち
の
将
来
像
を

『
つ
な
が
る
力
で　
新
化
す

る
ま
ち
』と
し
ま
し
た
。「
新

化
」と
い
う
本
町
独
自
の
言

葉
で
あ
え
て
表
現
し
た
か
っ

た
の
が
、「
様
々
な
社
会
経
済

環
境
の
変
化
の
中
に
あ
っ
て
も
、新
た

な
視
点
や
挑
戦
を
も
っ
て
変
え
る
べ

き
と
こ
ろ
は
変
え
て
い
く
」と
い
う
力

強
さ
。歴
史
と
伝
統
を
土
台
と
し
な
が

ら
、そ
の
時
代
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
、

新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き

ま
す
。

　
若
い
世
代
の
活
躍
も
目
立
っ
て
お

り
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
Ｂ
Ｍ
Ｘ

競
技
に
本
町
出
身
の
畠
山
紗
英
選
手

が
代
表
選
手
に
内
定
し
ま
し
た
。同
選

手
の
活
躍
も
あ
り
、Ｂ
Ｍ
Ｘ
や
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
な
ど
の
ホ
イ
ー
ル
・
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
め
る
起
伏
の
あ
る
コ
ー
ス「
パ

ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
さ
む
か
わ
」に
は
、町

内
外
か
ら
利
用
者
が
訪
れ
ま
す
。引
き

続
き
、町
の
強
み
や
魅
力
を
前
面
に
出

し
て
、住
み
続
け
た
い
、住
ん
で
み
た

い
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
ま
ち
を
目
指

し
ま
す
。

目久尻川と満開の菜の花

川でカヌーを楽しむ人々

発掘調査中の岡田遺跡

岡田遺跡から出土した
釣手土器

贈物としても人気のあるシクラメン

新たな観光名所「冬のひまわり」

「パンプトラックさむかわ」でコースを疾走するＢＭＸ選手

所在地  〒253-0196
寒川町宮山165番地
電話番号  0467（74）1111
URL   http://www.town.
samukawa.kanagawa.jp/
面 積  13.42㎢
人 口  48,424人

I N F O R M A T I O N

人口は、神奈川県人口統計調査「神奈川県の人口と世帯」令和２年４月１日現在のものを掲載しています。面積は、令和２年度神奈川県「市町村要覧」行政区域面積等一覧より都市計画区域面積を記載しています。

さむかわ中央公園の桜並木
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大磯町は、南は相模湾に面し、
北は高麗山をはじめとする大
磯丘陵に囲まれた自然が豊か
な町です。伊藤博文や吉田茂
など８人の歴代総理大臣や政
財界の要人が明治中期から昭
和初期にかけて別荘を構えた
土地としても知られています。
先人が育んできた伝統や文化
が大切に受け継がれ、歴史的・
文化的にも大きな魅力を持つ
町として発展し続けています。

大
磯
町

紺碧の海に緑の映える
住みよい大磯

「
明
治
政
界
の
奥
座
敷
」大
磯

歴
史・文
化
が
積
み
重
なった
穏
や
か
な
町
並
み

町
の
花

は
ま
ひ
る
が
お

町
の
鳥

か
も
め
、ア
オ
バ
ト

町
の
木

く
ろ
ま
つ
、さ
ざ
ん
か

明
治
時
代
の
大
磯

　
江
戸
時
代
の
大
磯
町
は
東
海
道
の

宿
場
町
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。富
士

山
、三
浦
半
島
が
望
め
る
な
ど
自
然

景
観
に
優
れ
、行
楽
の
地
と
し
て
の
魅

力
を
も
つ
大
磯
は
、明
治
時
代
に
な
る

と
、医
師
で
あ
り
政
治
家
で
も
あ
っ
た

松
本
順（
初
代
陸
軍
軍
医
総
監
）が
海

水
浴
の
効
能
を
広
め
、明
治
18
年
に
、

旧
吉
田
茂
邸

　
県
立
大
磯
城
山
公
園
内
に
あ
る
戦

後
の
内
閣
総
理
大
臣
を
務
め
た
吉
田

茂
が
暮
ら
し
て
い
た
邸
宅
で
、昭
和
20

年
よ
り
大
磯
の
邸
宅
を
本
邸
と
し
、晩

年
を
こ
の
地
で
過
ご
し
ま
し
た
。吉
田

茂
が
愛
し
た
バ
ラ
園
や
、日
本
庭
園
な

ど
も
あ
り
、見
ど
こ
ろ
満
載
で
す
。

鴫し
ぎ
た
つ
あ
ん

立
庵

　
西
行
法
師
の
歌
で
名
高
い「
鴫
立

沢
」に
建
つ
俳
諧
道
場
で
京
都
の
落
柿

舎
、滋
賀
の
無
名
庵
と
と
も
に
、日
本

三
大
俳
諧
道
場
の
一つ
で
す
。鴫
立
沢

の
標
石
の
裏
に「
著
盡
湘
南 

清
絶
地
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
の
が
、湘
南
と
い
う

言
葉
の
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

国こ
う
の
ま
ち

府
祭

　

毎
年
５
月
５
日
に
開
催
さ
れ
る
、

1
0
0
0
年
以
上
の
伝
統
を
持
つ
相

模
国
一
の
大
祭
で
す
。は
じ
ま
り
は
天

下
泰
平
と
五
穀
豊
穣
を
神
々
に
祈
願

し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
お
り
、虎
の
皮

を〝
神
様
の
座
〞と
見
立
て
た
座
問
答

の
や
り
と
り
の
珍
し
さ
は
必
見
。県
の

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

藤
博
文
を
は
じ
め
、山
縣
有
朋
、大
隈

重
信
、西
園
寺
公
望
、寺
内
正
毅
、原

敬
、加
藤
高
明
、吉
田
茂
の
８
人
の
総

理
経
験
者
の
ほ
か
、
陸
奥
宗
光
や
林

董
、後
藤
象
二
郎
な
ど
の
政
治
家
も
大

磯
に
邸
宅
を
構
え
た
こ
と
か
ら「
明
治

政
界
の
奥
座
敷
」と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、三
井
・
三
菱
・
安
田
・
古
河

な
ど
の
財
閥
や
尾
上
菊
五
郎
、中
村
吉

右
衛
門
、片
岡
仁
左
衛
門
と
い
っ
た
歌

舞
伎
俳
優
な
ど
文
化
人
も
次
々
に
邸

宅
を
所
有
し
て
い
き
ま
し
た
。

照ヶ崎海岸

所在地  〒255-8555
大磯町東小磯183番地
電話番号  0463（61）4100
URL   http://www.town.
oiso.kanagawa.jp/
面 積  17.23㎢
人 口  31,131人

I N F O R M A T I O N

小さな岩礁に恵まれている照ヶ崎海岸では、潮の
満ち干きにより岩礁にあがり、大磯の海の生き物
を探したりするなどしてお楽しみいただけます。

日
本
で
初
め
て
の
療
養
を
目
的
と
し

た
海
水
浴
場
を
開
設
し
た
こ
と
で
人

気
を
博
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、明
治
20

年
に
は
東
海
道
線
の
大
磯
駅
が
開
業

し
た
こ
と
で
、別
荘
地
と
し
て
急
速
に

発
展
し
ま
し
た
。

明
治
政
界
の
要
人
が
集
う

　
や
が
て
大
磯
に
は
、明
治
期
に
初
代

内
閣
総
理
大
臣
と
し
て
活
躍
し
た
伊

現在、国や神奈川県と連携し、「明治１５０年」関連施策の一
環として、明治期の立憲政治の確立等に関する歴史的遺産
の保存・活用のため、旧伊藤博文邸（滄浪閣）等を中心とする
建物群及び緑地について、明治記念大磯邸園として整備す
る事業を進めています。

明治記念大磯邸園

日本で最大級のアオバトの飛来地である照ヶ崎海岸
の岩場には、５月初旬から10月頃までアオバトが群れ
で海水を飲みにやってきます 。

日本最大のアオバトの飛来地

旧伊藤博文邸

旧大隈重信邸

      県天然記念物の高麗山（こまやま） 毎月第３日曜日に大磯港で開催される大磯市（おおいそいち） 県立大磯城山公園のもみじのライトアップ（11月）

吉田茂像

旧陸奥宗光邸

いそべぇ・あおみ

大磯まちあるき

人口は、神奈川県人口統計調査「神奈川県の人口と世帯」令和２年４月１日現在のものを掲載しています。面積は、昭和62年10月１日現在の建設省国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」より行政区域面積を記載しています。
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東京から約70㎞、県南西部
の湘南エリアに位置した約３
㎞四方の小さな町は、東海道
本線をはじめ、国道１号線、小
田原厚木道路や西湘バイパス
が東西を走り、また、南北を走
る県道秦野二宮線により、東
名高速道路の秦野中井ICも
近く、アクセス性に優れている
ことから、都心や横浜などに
通勤する方のベッドタウンとし
て発展してきました。

二
宮
町

町
の
花

カ
ン
ナ

町
の
鳥

ヤ
マ
ガ
ラ

町
の
木

つ
ば
き

プ
ラ
イ
ベー
ト
ビ
ー
チ
？

絶
景
の
ビュー
スポッ
ト　

約
３
㎞
の
海
岸
線
は
、湘
南
エ
リ
ア

に
あ
り
な
が
ら
、
人
が
混
み
合
う
こ

と
も
な
く
、ゆ
っ
た
り
と
し
た
ひ
と
時

を
過
ご
せ
る
穴
場
の
ス
ポ ッ
ト
で
す
。

釣
り
や
お
散
歩
、
お
子
さ
ん
と
波
打

ち
際
で
遊
ぶ
な
ど
、
楽
し
み
方
は
人

そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

　
二
宮
駅
を
下
車
し
て
、
南
口
か
ら

10
分
ほ
ど
歩
け
ば
、
雄
大
な
青
い
海

が
目
の
前
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
海
岸
線
か
ら
少
し
離
れ
る
と
海
抜

が
約
20
m
を
超
え
る
た
め
、近
年
は
、

青
い
海
を
求
め
て
移
住
さ
れ
る
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
二
宮
駅
か
ら
す
ぐ
の
吾
妻
山
公
園

は
、標
高
が
わ
ず
か
1
3
6m
の
た
め
、

気
軽
に
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
め
る
憩
い

の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　
相
模
湾
や
富
士
山
な
ど
、
展
望
台

か
ら
の
パ
ノ
ラ
マ
は
、
ぜ
ひ
一
度
ご
覧

に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
絶
景
で
、
公

園
内
に
は
、1
0
2m
の
ロ
ー
ラ
ー
滑
り

台
や
大
型
複
合
遊
具
な
ど
も
あ
り
、お

子
さ
ん
の
い
る
ご
家
庭
に
も
大
人
気

で
す
。

　
１
月
か
ら
２
月
の
菜
の
花
を
は
じ

め
、
桜
や
コ
ス
モ
ス
な
ど
、四
季
を
通

し
て
色
を
変
え
る
と
こ
ろ
も
吾
妻
山

の
魅
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ラ
デ
ィ
ア
ン

は
、コ
ン
サ
ー
ト
が
で
き
る
ホ
ー
ル
や
、

蔵
書
22
万
冊
の
図
書
館
、
多
目
的
に

使
え
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
な
ど
を

備
え
た
複
合
施
設
で
す
。

　
サ
ー
ク
ル
活
動
や
発
表
会
、作
品
展

や
日
曜
朝
市
な
ど
、に
ぎ
や
か
な
催
し

が
年
間
通
じ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
ラ
デ
ィ
ア
ン
花
の
丘
公
園
は
、子
ど

も
た
ち
に
大
人
気
の
ふ
わ
ふ
わ
ド
ー

ム
を
は
じ
め
、お
子
さ
ん
が
走
り
回
れ

町
民
が
集
う
新
し
い
交
流
拠
点「
東
京
大
学
果
樹
園
跡
地
」

地
活
用
協
議
会
で
管
理
・
運
営
し
、町

の
新
た
な
交
流
拠
点
と
し
て
芽
吹
い

て
い
ま
す
。小
さ
な
町
の
中
の
広
大

な
土
地
で
は
、「
木
登
り
を
し
て
遊
ぶ

子
」、「
白
球
を
追
い
か
け
る
子
ど
も
や

大
人
」、「
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
で
汗
を
流
す

人
々
」、「
時
に
は
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
む

家
族
」、「
人
々
が
交
流
す
る
マ
ル
シ
ェ

の
開
催
」な
ど
、『
子
ど
も
と
共
に
大
人

も
楽
し
み
学
べ
る
場
』と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
の
も
と
町
民
た
ち
が
集
い
、に
の

み
や
L
i
f
e
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。

　
1
9
2
6
年
か
ら
2
0
0
8
年
ま
で

に
わ
た
り
、
東
京
大
学
農
学
部
の
果

樹
園
だ
っ
た
同
地
は
、町
の
お
よ
そ
中

心
に
位
置
し
、現
在
は
、町
民
・
地
域
・

事
業
者
に
よ
る
東
京
大
学
果
樹
園
跡

観光ガイドマップ

移住パンフレット

ブランド＆グルメマップ

二宮町は、観光ガイドを
用意して皆さんのお越し
をお待ちしています。

www.town.ninomiya.kanagawa.jp/i/soshiki/
t o s h i / s a n g yo s h i n ko / s h o ko ka n ko/
s01/1441761651263.html

ninomiya-shoko.com/brand/二宮ブランド/

www.town.ninomiya.kanagawa.jp/i/
ninomiya_life/shiritai/
1491263413476.html

もっと二宮を知って
遊びにきてください

二 宮 町 ガ イドブック

所在地  〒259-0196
二宮町二宮961番地
電話番号  0463（71）3311
URL   http://www.town.
ninomiya.kanagawa.jp/
面 積  9.08㎢
人 口  27,551人

I N F O R M A T I O N

ここは、ホールや多目的
ルームと図書館が併設し
ている「ラディアン」です

「ラディアン花の丘公園」で
は、たくさんの子供たちが
楽しそうに遊んでいます る

広
い
広
場
や
複
合
遊
具
な
ど
楽
し

い
設
備
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
９
月
に
は
彼
岸
花
、秋
に
は
紅
葉
も

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、散

策
路
は
、自
然
に
囲
ま
れ
た
小
道
と
な

っ
て
お
り
、途
中
富
士
山
を
眺
め
る
展

望
台
も
あ
り
ま
す
。

自然豊かな二宮町には、のんびり、ゆったり、
毎日楽しく過ごせる魅力がいっぱい！

町の定番スポットなどを、「ニーノ」と「ミーヤ」が
町の魅力をお伝えします。

人口は、神奈川県人口統計調査「神奈川県の人口と世帯」令和２年４月１日現在のものを掲載しています。面積は、令和２年１月１日現在の国土交通省国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」より行政区域面積を記載しています。
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中井町は、車で15分もあれば町のど
こへでも行けるコンパクトな町です。
鉄道は走っていませんが、車での移
動は非常に便利。町の北部には東名
高速道路秦野中井ICがあり、都心ま
で１時間ほどとアクセスは良好です。
北に丹沢山地、西には富士山、南に
は相模湾を望め、四季が織りなす自
然豊かな里山の魅力と、機能的で便
利な都市的生活の場としての魅力を
あわせ持つ、その「ちょうどいい ちょ
っといい」バランスが自慢です。

里
さ

都
と

まち♡なかいブランド認証制度は、中井町の
資源等を活用した事業の拡大のため、中井町の一
次産品や、中井町の資源等を活かして製造された
加工品、飲食メニュー、工芸品といった商品のうち、
ブランドコンセプトにあった優れたものを、町が推
奨するブランド品として認証するものです。
認証審査会を経て、現在12品がブランド認証され
ています。中井中央公園内「なかい里

さ

都
と

まち♡ＣＡＦ
Ｅ」で販売するほか、飲食メニューとしてその場でお
召し上がりいただけるものもあります。

創業明治10年かねこ
製麺渾身の一作！「ぽ
んぽん麺」。中井町産
小麦を自家製粉し厳
選国産小麦とブレン
ド。麺屋こだわりの中
細麺と、クリーミーでコ
クがあるのにさっぱり
している無添加スープ
の相性は抜群です。

中
井
町

一人ひとりが主役！
魅力育む 里

さ

都
と

まち♡なかい

中
井
ふ
れ
あ
いバス

次
の
世
代
へ残
し
た
い
町

新
規
就
農
者

中
井
中
央
公
園

町
の
花

き
き
ょ
う

町
の
鳥

し
ら
さ
ぎ

町
の
木

き
ん
も
く
せ
い

　
中
井
ふ
れ
あ
い
バ
ス（
中
井
町
オ
ン

デ
マ
ン
ド
バ
ス
）は
、自
宅
近
く
や
指

定
の
場
所
か
ら
目
的
地
ま
で
乗
合
で

運
航
し
て
い
ま
す
。タ
ク
シ
ー
の
便
利

さ
と
路
線
バ
ス
の
手
軽
さ
の
両
方
を

あ
わ
せ
持
っ
た
乗
り
物
で
、予
約
を
し

て
乗
車
す
る
タ
イ
プ
の
公
共
交
通
で

す
。現
在
、1
2
0
か
所
の
乗
降
ポ
イ

ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
中
井
町
は
、小
高
い
丘
や
小
川
、田

畑
な
ど
豊
か
な
自
然
と
小
規
模
な
集

落
で
形
成
さ
れ
た「
里
」と
自
立
し
た

自
治
体
を
支
え
る
産
業
な
ど
が
集
積

し
た「
都
」が
ほ
ど
よ
く
調
和
し
た「
里さ

都と

ま
ち
」と
し
て
共
生
し
て
い
ま
す
。

　
活
力
＋
快
適
＋
安
心
を
高
め
る
こ

と
で
町
の
魅
力
を
育
み
、一
人
ひ
と
り

に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当
た
る
町
民

主
体
の
町
づ
く
り
、町
民
一
人
ひ
と
り

（
町
民
・
企
業
・
行
政
）が
連
携
協
力

す
る
こ
と
で
、住
む
人
、訪
れ
る
人
に

魅
力
あ
る
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の「
里さ

都と

ま

ち
♡
な
か
い
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
が
進
む
中
、中
井
町
で
も
農
家
の
高

齢
化
や
後
継
者
不
足
、耕
作
放
棄
地

の
増
加
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。そ
ん
な
中
で
、耕
作
放
棄
地
を
利

用
し
て
中
井
町
で
農
業
を
始
め
る「
新

規
就
農
者
」が
近
年
増
え
て
い
ま
す
。

中
井
町
で
就
農
す
る
に
は
、複
数
の
条

件
が
あ
る
他
、農
業
を
き
ち
ん
と
行
え

る
か
だ
け
で
な
く
、地
域
に
溶
け
込
め

る
か
に
つ
い
て
の
審
査
な
ど
も
あ
り
ま

す
が
、中
井
町
は
資
金
面
な
ど
で
き
る

限
り
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
中
井
中
央
公
園
は
町
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
す
る
公
園
で
、野
球
場（
星
槎

中
井
ス
タ
ジ
ア
ム
）・
多
目
的
広
場
ゾ

ー
ン
は
各
種
ス
ポ
ー
ツ
や
イ
ベ
ン
ト
に

対
応
で
き
、パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
連
日

大
賑
わ
い
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、全
長
1
0
1
m
の
ロ
ー

箱根関所

「里
さ

都
と

まち」
中井町の特徴を表した造語
＊平成28年度商標登録

「♡」
町民の温かさ、熱意、情熱を示すと同
時に、シビックプライドや愛郷心の喚
起、町も変わる、町民とともに協働のま
ちづくりを進めていく変革の覚悟（熱い
ハート）が込められています。

中井町の「なか」とみんなが「まる」い輪になってほし
いという願いから「なかまる」と名付けられました。
 町の鳥「しらさぎ」を象った帽子をかぶって、町の木
「きんもくせい」と町の花「ききょう」の花をかざし
て、全身で中井町を表現しています。

なかまる

ラ
ー
滑
り
台
を
は
じ
め
と
し
た
各
種

遊
具
が
設
置
さ
れ
た「
遊
び
の
広
場
」

と
親
水
池
が
設
置
さ
れ
た「
水
辺
の
広

場
」が
あ
り
ま
す
。

　
2
0
1
8
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た「
な

か
い
里さ

都と

ま
ち
♡
C
A
F
E
」で
は
、

食
事
や
お
茶
を
楽
し
め
る
だ
け
で
は

な
く
、雑
貨
や
お
土
産
な
ど
も
販
売
し

て
い
ま
す
。

暮らしを支える新たな公共交通農業に目覚め中井町にたどり着いた新規農業者

地元産生姜をふんだんに使ったビア
ハートの丘から眺める富士山

釡でピザが焼けるレンタルキッチンスペース

直売野菜との組合せで美味し
さUP

四季折 の々花や木 が々楽めます

所在地  〒259-0197
中井町比奈窪56番地
電話番号  0465（81）1111
URL   https://www.town.
nakai.kanagawa.jp/
面 積  19.99㎢
人 口  9,304人

I N F O R M A T I O N

里
さ

都
と

まち♡なかいブランド
「なかいの逸品、太鼓判！」

人口は、神奈川県人口統計調査「神奈川県の人口と世帯」令和２年４月１日現在のものを掲載しています。面積は、令和２年１月１日現在の国土交通省国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」より行政区域面積を記載しています。
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西は箱根連山と富士山、南は
相模湾、北東には丹沢山塊。
年間を通じ温暖で、住み心地
の良い人情味豊かなまち。都
心からは約70㎞で、東名高速
道路大井松田ICは足柄平野
の玄関口として機能していま
す。町の6割を占める丘陵地で
は畑作が行われ、平坦地では
国道255号線沿いの商業圏
と水田が広がり、稲作や果樹
の栽培が行われています。

南米原産で、バナナとパイ
ナップルを合わせたような
味と洋ナシのような食感の
果物。以前から生産されて
いましたが、「大井スイーツ
セレクション」の開発にあ
たり活用され、脚光を浴び
ています。

フェイジョア

町最大のイベントで、キッズダンス大会と、地域の特色や歴史・風土を
反映させたよさこいのコンテストを2本柱とし、町内外から多くの踊り手
が参加し熱気あふれる演舞が披露されます。

大井よさこい ひょうたんまつり

大
井
町

自
然
を
感
じ
ら

れ
る
ま
ち

町
の
花

す
い
せ
ん

町
の
鳥

め
じ
ろ

町
の
木

き
ん
も
く
せ
い

わ が 町 グ ル メ 　
町
の
東
部
、丘
陵
地
で
あ
る
相
和
地

域
に
お
い
て
、2
0
1
9
年
に
地
域
の

方
々
を
中
心
と
し
た「
神
奈
川
大
井
の
里

体
験
観
光
協
会
」が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

同
協
会
は
み
か
ん
狩
り
や
み
か
ん
の
加

工
体
験
、シ
イ
ノ
キ
巨
木
巡
り
ツ
ア
ー
、

炭
づ
く
り
や
竹
を
活
用
し
た
体
験
な
ど

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。今

後
も
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し
、修

学
旅
行
の
受
け
入
れ
も
目
指
し
て
い
ま

す
。 

協
会
の
指
導
者
は
全
員
救
急
蘇
生

法
の
資
格
を
取
得
し
て
お
り
、安
全
な

受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
て
い
ま
す
。

OH! いいまち

駅員が西日除けに植えたこ
とがきっかけで、上大井駅は
「ひょうたん駅」として有名
になりました。それ以降町
のシンボルにもなっていま
す。「大井町といえば？」とい
う問いに「ひょうたん」と答
える町民も多いです。

ひょうたん

く
ら
し
や
す
い
ま
ち
、お
お
！い
ー
ま
ち

　
大
井
町
を
象
徴
す
る
も
の
と
い
え

ば
、ひ
ょ
う
た
ん
、す
い
せ
ん
、里
山
と

田
園
風
景
、酒
匂
川
と
富
士
山
。そ
し

て
何
よ
り
も
こ
の
地
に
暮
ら
す
人
々
の

温
か
く
穏
や
か
な
笑
顔
。ど
こ
か
ら
で

も
富
士
山
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
、東
名
高
速

「
笑
顔
」の
お
お
い
ま
ち

水
の
き
れ
い
な
ま
ち

  

丘
陵
地
に
オ
ー
プ
ン
し

た「
B
I
O
T
O
P
I
A

（
ビ
オ
ト
ピ
ア
）」は
、
食
、

運
動
、
癒
し
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
未
病
改
善
を
実
践

で
き
る
施
設
で
す
。地
元

特
産
品
を
扱
う
マ
ル
シ
ェ

や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
様
々
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
楽
し
く
未
病
の
改
善

が
で
き
る
体
験
型
施
設「
m e 

｜
by
o

エ
ク
ス
プ
ラ
ザ
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
笑
い
」に
よ
っ
て
心
も
体
も

健
や
か
に
す
る
た
め
、笑
顔
特
派
員
・

ス
ベ
リ
ー
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
さ
ん
を
中
心

に
、町
民
参
加
型
吉
本
新
喜
劇「
ふ
る

さ
と
劇
団
」の
開
催
や
地
域
イ
ベ
ン
ト

へ
の
参
加
な
ど
様
々
な
取
組
み
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
県
内
13
の
蔵
元
の
う
ち
、町
内
に

は
二
つ
の
酒
蔵（
井
上
酒
造
と
石
井
醸

造
）が
あ
り
、良
質
な
地
下
水
に
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
町
は
、「
大
井
町
地
酒
で
乾

杯
を
推
進
す
る
条
例
」を
制
定
し
、多

く
の
方
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、セ

ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
を
定
期
的
に
開

催
し
て
い
ま
す
。ま
た
、耕
作
放
棄
地

を
活
用
し
た
棚
田
で
作
っ
た
酒
米
を

原
料
と
す
る
純
米
酒「
夢
高
尾
」も
好

評
で
す
。

道
路
大
井
松
田
I 

C
や
国
道
2
5
5

号
線
沿
い
の
商
業
圏
な
ど
、都
市
機
能

も
兼
ね
備
え
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
方
が
小
中
学
生
の
登
下
校

を
見
守
る「
に
こ
に
こ
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」

や
、
住
民
全
員
が
参
加
者
に
な
れ
る

「
町
民
体
育
大
会
」、高
齢
者
の
交
流
の

場
で
あ
る「
お
ー
い
！
元
気
会
」、さ
ら

に
は
有
志
に
よ
る
里
山
や
棚
田
の
保

全
活
動
な
ど
、地
域
の
交
流
や
活
動
も

盛
ん
で
す
。

　
こ
う
し
た
様
々
な「
く
ら
し
や
す
さ
」

を
表
現
す
る
、シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は「
O
H
!
い
い

ま
ち
」と
し
ま
し
た
。

わ が 町 の イベ ント

シイノキ巨木巡りツアー

日本酒セミナーの様子

 井上酒造「箱根山」と石井醸造「曽我の誉」

BIOTOPIA

ふるさと劇団のメンバー

笑顔特派員・スベリーマーキュリーさん

みかんの木まるごと一本総もぎ体験

所在地  〒258-8501
大井町金子1995番地
電話番号  0465（83）1311
URL   https://www.town.
oi.kanagawa.jp/
面 積  14.38㎢
人 口  17,038人

I N F O R M A T I O N

人口は、神奈川県人口統計調査「神奈川県の人口と世帯」令和２年４月１日現在のものを掲載しています。面積は、令和２年１月１日現在の国土交通省国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」より行政区域面積を記載しています。
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松田町は、神奈川県の西部に
位置し、東京から約70㎞で、
東名高速道路（大井松田IC)
や小田急電鉄（新松田駅）、JR
御殿場線（松田駅）があり、
国・県道からアクセスにも優
れ、総面積37.75㎢のうち、そ
の多くを山間部が占める自然
豊かな町です。松田町は首都
圏から一番近い自然郷。都会
の喧騒で渇いた心を潤す場と
して親しまれています。

みかん
山の南斜面を利用した富士山を眺望できるみかん畑
が松田山に広がっています。自分の名前のついた木に
実るみかんを収獲して楽しむことができる「みかんオー
ナー制」では、木を1本から契約できます。ぜひご利用
ください。

松
田
町

笑
顔
あ
ふ
れ
る
　

　
　  

幸
せ
の
ま
ち

寄や
ど
り
き地

域
の
ま
つ
り
や 

寄
七
つ
星
ド
ッ
グ
ラン

日本酒「松
まつみどり

美酉」
老舗の酒造（中沢酒造）で熟練
の技術により造られる日本酒は、
松田町の自然の恵み、蔵人の
技、丹沢水系の伏流水へのこだ
わりが結集された逸品です。

町内寄
やどりき

地区を流れる清流「中津
川」で育てられたさくら鱒を桜チ
ップで燻したオリジナルの燻製
は、芳香さとちょうどよい塩味が
お酒のつまみにもぴったりです。

さくら鱒の燻製

町
の
花

コ
ス
モ
ス

町
の
鳥

セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ

町
の
木

ナ
ン
テ
ン

わ が 町 グ ル メ

　
山
々
に
囲
ま
れ
自
然
豊
か
な
寄
や
ど
り
き
地

域
に
は
、楽
し
い
ま
つ
り
や
、広
々
と

し
た
芝
生
で
愛
犬
と
思
い
き
り
走
り

回
る
こ
と
が
で
き
る「
寄
や
ど
り
き

七
つ
星
ド
ッ

グ
ラ
ン
」が
あ
り
ま
す
。寄
ロ
ウ
バ
イ

園
に
は
、約
2
万
本
の
ロ
ウ
バ
イ
が
植

え
ら
れ
て
い
ま
す
。１
月
上
中
旬
、黄

色
い
花
が
咲
き
だ
す
と
、あ
た
り
に
は

甘
い
香
り
が
漂
い
ま
す
。そ
し
て
、こ

ど
も
の
日
に
開
催
さ

れ
る
若
葉
ま
つ
り
は
、

都
市
と
農
村
の
交
流

と
新
緑
を
祝
う
お
祭

り
で
す
。清
流「
中
津

川
」の
上
空
に
は
鯉
の

ぼ
り
が
た
な
び
き
、子

供
た
ち
の
歓
声
が
こ

だ
ま
し
ま
す
。

ま
つ
だ
観
光
ま
つ
り
、大
名
行
列

松
田
き
ら
き
ら
フェス
タ

　
松
田
町
内
の
西
平
畑
公
園
は
、園

内
か
ら
眺
め
る
富
士
山
が
関
東
の「
富

士
見
百
景
」に
も
選
定
さ
れ
て
い
て
、

絶
景
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
有
名
で
す
。足

柄
平
野
、相
模
湾
、天
気
の
良
い
日
に

は
小
田
原
城
の
天
守
閣
、遠
く
地
平
線

上
に
利
島
を
見
渡
す
こ
と
が
出
来
ま

す
。ま
た
、春
に
先
駆
け
て
咲
く
河
津

桜
や
菜
の
花
が
有
名
で
、毎
年
、ま
つ

だ
桜
ま
つ
り
に
は
国
内
外
か
ら
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。見
晴
ら
し
の

　
ま
つ
だ
観
光
ま
つ
り
は
見
所
満
載

の
お
祭
り
で
す
。中
で
も「
大
名
行
列
」

は
小
田
原
11
万
3
千
石
の
格
式
を
再

現
し
た
豪
華
絢
爛
な
歴
史
絵
巻
と
し

良
い
斜
面
の
大
き
な
す
べ
り
台
や
空

中
ブ
ラ
ン
コ
が
あ
り
、ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ

ン
や
ミ
ニ
S 

L
、自
然
館
な
ど
、松
田

山
の
地
形
を
生
か
し
た
施
設
が
園
内

に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
松
田
町
で
は
、こ
れ
ら
の
自
然
と
共

生
し
な
が
ら
、地
域
社
会
と
連
携
を
し

て
安
全
・
安
心
な
環
境
を
育
み
、生
活

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
と
文
化
の
継
承
な

ど
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
空
気
が
冴
え
わ
た
っ
た
初
冬
の
夜
。

松
田
山
が
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
彩
ら

れ
、松
田
き
ら
き
ら
フ
ェ
ス
タ
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。斜
面
に
建
つ
ハ
ー
ブ
館

を
は
じ
め
と
し
て
、約
18
万
球
の
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
暗
闇
に
美
し
く
浮
か

び
上
が
り
幻
想
的
な
風
景
と
な
り
ま

す
。足
柄
平
野
の
夜
景
と
も
見
事
に
溶

け
合
い
、ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
景
色
を
楽

し
め
ま
す
。会
場
の
西
平
畑
公
園
は
、

桜
ま
つ
り
、ハ
ー
ブ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

き
ら
き
ら
フ
ェ
ス
タ
な
ど
1
年
を
と
お

し
て
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

て
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。大
名
行
列

を
中
心
と
し
て
町
内
を
練
り
歩
く
パ

レ
ー
ド
に
は
子
ど
も
奴や
っ
こや

神
輿
が
続

き
ま
す
。夕
暮
れ
時
に
は
、松
田
山
の

頂
に「
百
ひ
ゃ
く

八は

ツ
火て

」の

松
明
が
灯
り
ま
す
。そ

の
昔
、松
田
城
落
城
の

時
、農
民
た
ち
が
落
武

者
た
ち
を
導
く
た
め

に
た
い
た
送
り
火
と

も
、五
穀
豊
穣
を
願
う

農
民
た
ち
の
祈
り
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

所在地  〒258-8585
松田町松田惣領2037番地
電話番号  0465（83）1221
URL   https://town.
matsuda.kanagawa.jp/
面 積  37.75㎢
人 口  10,722人

I N F O R M A T I O N

人口は、神奈川県人口統計調査「神奈川県の人口と世帯」令和２年４月１日現在のものを掲載しています。面積は、令和２年１月１日現在の国土交通省国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」より行政区域面積を記載しています。
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町域の約９０％は丹沢大山国定公
園や県立自然公園などを含む森林
原野で占められ、四季折 に々表情を
変える西丹沢のやまなみや酒匂川
などの清流に囲まれた、自然豊かな
町です。町内には「名水」「森林浴
の森」「日本の滝」「名木」「ダム湖」
の全国百選に認定されたスポット
や中川温泉などを有するとともに、
人と自然、人と人、人とまちがつなが
るイベントも開催され、多くの観光
客に訪れていただいています。

山
北
町

緑と水に包まれたまち

水
源
の
里
、山
北

子
育
て
世
代
に
優
し
い
町
の
取
組
み

山
北
で
体
験
で
き
る
こ
と 長

い
歴
史

町
の
花

ヤ
マ
ブ
キ

町
の
鳥

ヤ
マ
ド
リ

町
の
木

ブ
ナ

　
雄
大
な
山
々
と
深
い
森
か
ら
流
れ

出
る
豊
か
な
水
資
源
は
、ま
ち
が
誇
る

大
切
な
財
産
で
す
。そ
の
森
林
か
ら
流

　
山
北
町
で
は
、中
学
３
年
生
ま
で
の

子
ど
も
の
保
険
診
療
費
を
町
が
全
額

支
援
す
る
ほ
か
、紙
お
む
つ
や
出
産
祝

い
金
の
支
給
、町
外
の
方
か
ら
も
人
気

を
集
め
る
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
、マ
マ
・
パ
パ
に
嬉
し
い
子
育
て
支

援
制
度
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、若
者
や
中
堅
世
帯
の
定
住

促
進
の
た
め
、駅
の
近
く
へ
の
町
営
住

宅
の
建
設
や
、新
築
祝
い
金
を
交
付
す

る
な
ど
、住
ま
い
づ
く
り
を
支
援
す
る

定
住
促
進
の
取
組
み
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

　
山
、川
、湖
と
三
拍
子
揃
っ
た
山
北

町
で
は
、シ
ー
ズ
ン
ご
と
に
様
々
な
ア
ウ

ト
ド
ア
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
町
内
に
は
数
多
く
のハイ
キ
ン
グコー

ス
が
あ
り
、た
く
さ
ん
の
ハ
イ
カ
ー
が

訪
れ
ま
す
。丹
沢
湖
で
は
ボ
ー
ト
や
カ

ヌ
ー
、サ
ッ
プ
、フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
に

　
山
北
町
で
は
、古
代
よ
り
人
び
と
が

生
活
し
て
い
た
形
跡
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
、そ
の
歴
史
は
約
６
千
年
前

の
縄
文
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

　
町
内
に
は
ま
ち
の
長
い
歴
史
を
う

か
が
え
る
文
化
財
が
多
く
所
在
し
、現

在
、国
指
定
２
件
、県
指
定
12
件
、町

指
定
17
件
の
計
31
件
の
指
定
文
化
財

が
あ
り
ま
す
。

丹沢湖から富士山を望む

わ が 町 の イベ ント

れ
出
る
水
は
水
道
水
と
し
て
町
内
だ

け
で
な
く
、県
全
域
を
う
る
お
し
て
い

ま
す
。

　
山
北
町
は
水
源
の
ま
ち
と
し
て
下

流
地
域
と
の
交
流
を
行
っ
た
り
、そ
の

丹沢湖のカヌー

キャンプ場での魚のつかみ取り

県指定史跡「河村城跡」
自然地形を利用した中世の山城で、戦国時代には小田原北条氏の出城でした。

子育て支援センター

子どもの成長に合わせて部屋の間取りを変えるこ
とができます。

子育て世帯向け住宅 サンライズやまきた

国指定重要無形民俗文化財「山北のお峯入り」　
修験道の儀礼が時代を経て芸能化され、演技者が１１演目、８種の歌や踊りを行います。

国指定天然記念物「箒スギ」　
県下の巨樹として有数のもので、推定樹齢２０００年とさ
れています。

ト
ラ
イ
し
た
り
、周
辺
を
サ
イ
ク
リ
ン

グ
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。ま
た
、キ
ャ

ン
プ
場
も
数
多
く
あ
り
、夏
に
な
る
と

多
く
の
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
、バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
や
魚
の
つ
か
み
取
り
を
楽
し

め
ま
す
。

資
源
を
生
か
し
て
森
林
セ
ラ
ピ
ー
を

始
め
る
な
ど
、森
林
を
守
り
、活
用
し
、

そ
し
て
そ
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
く

活
動
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

湖面に映える花火が観客を魅了します。

丹沢湖花火大会

8月

大鍋を使ったしし鍋を紅葉とともに楽しむこ
とができます。

西丹沢もみじ祭り

11月

丹沢湖周辺をたくさんのランナーが駆け抜け
ます。

丹沢湖ハーフマラソン大会

11月

山北駅周辺の桜が咲くころに開催され、夜に
は桜がライトアップされます。

やまきた桜まつり

3月

所在地  〒258-0195
山北町山北1301番地4
電話番号  0465（75）1122
URL   http://www.town.
yamakita.kanagawa.jp/
面 積  224.61㎢
人 口  9,590人

I N F O R M A T I O N

人口は、神奈川県人口統計調査「神奈川県の人口と世帯」令和２年４月１日現在のものを掲載しています。面積は、令和２年１月１日現在の国土交通省国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」より行政区域面積を記載しています。
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神奈川県の西部、足柄上地域
の中央部に位置し、酒匂川を
境界に北から東にかけて山北
町、松田町、大井町に接し、西
は箱根外輪山を背にする南
足柄市に、南は相模湾を望む
小田原市に接しています。酒
匂川流域に形成された扇状
地であるため、なだらかに南
傾した平坦地で、地味、水利
は良好で、気候も温暖です。
東西1.7㎞、南北3.8㎞で総
面積6.55k㎡と神奈川で一番
小さな町ですが、交通の便に
恵まれ、うるおいと高い利便性
を兼ね備えた、暮らしやすい
土地柄です。

開
成
町

町
の
花

あ
じ
さ
い

町
の
木

し
い
が
し

　
町
制
施
行
以
来
進
め
ら
れ
て
き
た
計
画
的
な

ま
ち
づ
く
り
に
よ
っ
て
、人
と
自
然
が
調
和
す
る

住
み
よ
い
町
に
成
長
し
て
き
ま
し
た
。水
量
豊

富
で
清
涼
な
用
水
路
が
縦
横
に
走
る
良
好
な

田
園
環
境
を
残
し
つ
つ
、一
方
で
は
、駅
を

中
心
に
日
々
姿
を
変
え
な
が
ら
都
市
と

し
て
の
成
長
を
続
け
て
い
る
。わ
ず
か

6.
55
㎢
と
い
う
小
さ
な
エ
リ
ア
の
中

で
、水
と
緑
と
人
が
見
事
に
共
存
し
て

い
る
の
が
開
成
町
で
す
。

　
そ
こ
に
住
む
人
々
も
町
の
大
き
な
魅

力
。住
民
の
活
動
が
活
発
で
、子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
み
ん
な
が
元
気
で
す
。誰
で

も
受
け
入
れ
る
風
土
が
あ
る
か
ら
、住
み
つ
く
人

も
増
え
て
い
ま
す
。

　
自
然
も
人
も
、ど
こ
か
懐
か
し
い
風
景
を
残
し

な
が
ら
、新
し
い
価
値
を
大
切
に
す
る
。「
田
舎
モ

ダ
ン
」と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
は
、開
成
町
と

開
成
町
民
の
気
質
が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

開成町の花であるあじさい
をモチーフにした、町の公
式マスコットキャラクター。
６月４日生まれ。

あじさいちゃん

　
築
3
0
0
年
の
古
民
家「
瀬
戸
屋
敷
」で
、地
元

の
蔵
か
ら
発
見
さ
れ
た
3
0
0
年
前
の「
享
保
雛
」

や
瀬
戸
屋
敷
収
蔵
の
人
形
の
数
々
、地
元
婦
人
会

手
づ
く
り
の「
つ
る
し
雛
」7
0
0
0
個
が
展
示
さ

れ
ま
す
。

江
戸
時
代
に
、お
じ
ゃ
ま
し
ま
す

3
月

ひ
な
ま
つ
り

　
風
が
吹
き
抜
け
る
気
持
ち
の
い
い
川
辺
で
、食

べ
た
り
飲
ん
だ
り
、音
楽
を
聴
い
た
り
、芝
生
に

寝
転
ん
だ
り
。フ
ィ
ナ
ー
レ
は
ほ
ぼ
真
上
に
打
ち
あ

が
る
迫
力
の
花
火
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

夏
の
お
も
いで
、総
ま
と
め

　
東
京
ド
ー
ム
3.6
個
分
の
大
き
な
水
田
地
帯
の

中
に
、あ
じ
さ
い
が
5
0
0
0
株
。田
植
え
を
し
た

ば
か
り
の
緑
に
染
ま
っ
た
田
ん
ぼ
と
、虹
色
に
咲

き
誇
る
あ
じ
さ
い
に
見
と
れ
な
が
ら
、ゆ
っ
く
り

と
散
策
し
て
く
だ
さ
い
。

カ
タツム
リ
に
な
る一日

6
月

あ
じ
さ
い
ま
つ
り

9
月

阿
波
お
ど
り

8
月

納
涼
ま
つ
り

　
自
治
会
ご
と
に
結
成
し
た
町
内
連
に
、町
外
連

等
が
加
わ
り
、約
1
0
0
0
人
の
踊
り
手
が
役
場

周
辺
の
道
路
を
練
り
歩
き
ま
す
。東
日
本
で
一
番

小
さ
な
町
が一
年
で
い
ち
ば
ん
熱
く
な
る
夜
で
す
。

お
ど
る
、つ
な
が
る
、も
り
あ
が
る

開成水辺スポーツ公園
酒匂川のほとりにある総合スポーツ公園。関
東で最初に設けられたパークゴルフ場をはじ
め、サッカー、野球、ソフトボールなど多目的に
利用できます。

あしがり郷瀬戸屋敷
この地域の名主を代々務めてきた瀬戸家の
お屋敷。約1800坪の屋敷内には茅葺の大き
な主屋・土蔵などがあり、ひなまつり、端午の
節句、七夕など伝統的な年中行事を再現して
います。

所在地  〒258-8502
開成町延沢773番地
電話番号  0465（83）2331
URL   https://www.town.
kaisei.kanagawa.jp/
面 積  6.55㎢
人 口  18,141人

I N F O R M A T I O N

人口は、神奈川県人口統計調査「神奈川県の人口と世帯」令和２年４月１日現在のものを掲載しています。面積は、令和２年１月１日現在の国土交通省国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」より行政区域面積を記載しています。

令和２年に竣工した役場庁舎。豊富
な地下水を空調に利用するなど、環
境への負荷軽減を実現。日本で初め
てのＺＥＢ庁舎として認証されている。
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昭
和
31
年
9
月
に
湯
本
町
、温
泉

村
、宮
城
野
村
、仙
石
原
村
、箱
根
町

の
5
か
町
村
が
合
併
し
、現
在
の
箱
根

町
が
誕
生
し
ま
し
た
。箱
根
は
東
京
都

心
と
交
通
ア
ク
セ
ス
が
よ
く
、日
本
経

済
の
高
度
成
長
を
追
い
風
に
、観
光
開

発
が
急
速
に
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

多
様
な
魅
力
を
持
つ
国
際
観
光
地
と

し
て
発
展
す
る
な
か
、自
然
の
保
護
と

開
発
と
の
調
和
を
常
に
大
切
に
考
え
、

箱
根
町
資
源
保
全
基
金（
箱
根
ト
ラ
ス

ト
）を
設
置
す
る
な
ど
、積
極
的
に
自

然
の
保
全
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
年
間
2
千
万
人
も
の
お
客

さ
ま
が
国
内
外
か
ら
訪
れ
る
、日
本
の

代
表
的
な
国
際
観
光
地
と
な
り
ま
し

　
定
住
化
対
策
及
び
空
き
家
対
策
と

し
て
、長
年
使
っ
て
い
な
か
っ
た
空
き

家
を
活
用
し
て
、町
内
外
の
方
、町
職

員
な
ど
が
一
緒
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、

c
o
t
o
h
a
と
名
付
け
ま
し
た
。移

住
を
検
討
し
て
い
る
首
都
圏
の
方
な

ど
を
対
象
に
ト
ラ
イ
ア
ル
ス
テ
イ（
お

試
し
居
住
）と
し
て
利
用
を
開
始
し
て

い
ま
す
が
、今
後
は
移
住
イ
ベ
ン
ト
の

ほ
か
、地
域
の
皆
様
等
に
も
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
動
の
場
と
し
て
提
供
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　
寄
木
細
工
は
、江
戸
時
代
後
半
か
ら

盛
ん
に
な
り
、色
の
違
う
木
を
組
み
合

わ
せ
て
さ
ま
ざ
ま
な
模
様
を
作
り
、そ

れ
を
箱
な
ど
の
表
面
に
張
る
装
飾
技

術
の
ひ
と
つ
で
す
。ま
た
、明
治
時
代

中
ご
ろ
か
ら
は
、色
の
違
う
木
を
は
め

込
み
な
が
ら
組
み
合
わ
せ
て
絵
画
模

様
を
表
現
す
る
木
像
嵌
細
工
も
盛
ん

に
な
り
ま
し
た
。平
成
30
年
に
は
国
登

録
有
形
民
俗
文
化
財
に
登
録
さ
れ
、毎

年
行
わ
れ
る
東
京
箱
根
間
往
復
大
学

駅
伝
競
走
の
往
路
優
勝
校
に
町
か
ら

寄
木
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

箱根町は神奈川県の南西部
に位置し、その8割は山岳地
帯からなっています。また、ほ
ぼ全域が富士箱根伊豆国立
公園内にあり、富士を映す明
鏡芦ノ湖や美しい山なみな
ど、豊かな自然に恵まれていま
す。古来より東海道の要衝とし
て、また温泉地・宿場町として
栄え、国内外から多くのお客さ
まにお越しいただいています。

ワカサギ
味よく大きさも手
頃。地元の旅館、食
堂の料理として観光
客に人気。

箱
根
町

や
す
ら
ぎ
と

    

お
も
て
な
し
の

    

　  

あ
ふ
れ
る
町

国
際
観
光
地

移
住
体
験
施
設
coto
ha

箱
根
寄
木
細
工

コ

ト
ハ

町
の
花

ハ
コ
ネ
バ
ラ

町
の
鳥

キ
ツ
ツ
キ

町
の
木

ヤ
マ
ザ
ク
ラ

わ が 町 グ ル メ 箱根関所

町の魚ワカサギ
多くのお客さま
で賑わいを見
せる人気スポッ
ト。火山活動に
より雄大な景
観が作り出さ
れ豊富な温泉
をもたらしてい
ます。

大涌谷

所在地  〒250-0398
箱根町湯本256番地
電話番号  0460（85）7111
URL   http://www.town.
hakone.kanagawa.jp/
面 積  92.86㎢
人 口  10,953人

I N F O R M A T I O N

た
が
、こ
れ
ま
で
発
展
で
き
た
の
は
先

人
た
ち
の
努
力
に
よ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、今
後
、わ
た
し
た
ち
は
こ
の
箱
根

を
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
責
務

が
あ
り
ま
す
。

　
仙
石
原
す
す
き
草
原
や
飛
龍
の
滝

（
畑
宿
）を
は
じ
め
と
す
る
自
然
あ
ふ

れ
る
景
勝
地
を
多
く
有
す
る
町
で
あ

り
、四
季
折
々
の
風
景
は
国
内
外
の
お

客
さ
ま
を
魅
了
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
古
く
か
ら
東
海
道
の
要
衝

で
あ
っ
た
箱
根
関
所
は
、平
成
19
年
に

完
全
復
元
さ
れ
ま
し
た
。令
和
元
年
に

は
、現
在
の
場
所
に
設
置
さ
れ
た
と
伝

え
ら
れ
る
元げ
ん

和な

5（
1
6
1
9
）年
か

ら
数
え
て
4
0
0
年
を
迎
え
、観
光
ス

ポ
ッ
ト
の
一つ
と
し
て
賑
わ
い
を
み
せ

て
い
ま
す
。

入賞作品 「古代の地球の営みを想う」

入賞作品 「輝く飛龍の滝」

フォトコンテスト

入賞作品 「金色に輝く」

人口は、神奈川県人口統計調査「神奈川県の人口と世帯」令和２年４月１日現在のものを掲載しています。面積は、令和２年１月１日現在の国土交通省国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」より行政区域面積を記載しています。
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真鶴町は、神奈川県西部に位
置し、面積は7.05㎢、都心まで
約100㎞の場所にあります。相
模湾に向かって突出した真鶴
半島の形状が、鶴が羽を広げ
た姿に見えることが町名の由来
です。町章も全体として鶴を表
現しながら、羽の部分で港を、
頭の部分で入り船をあらわして
います。年間を通じて気候が温
暖で、海と山と緑に恵まれた風
光明媚な町並みが特徴です。

令和３年度から生食岩ガ
キの本格出荷を予定して
います。首都圏に一番近い
生食岩ガキの生産地とし
て、真鶴町から全国へ。真
鶴新ブランドとして、大き
な期待が持てます。

生食岩ガキ
かつて真鶴町では“世
界近代彫刻シンポジ
ウム”として滞在制作
型の彫刻祭が開催さ
れました。その歴史的
文化遺産が東京五輪
2020に合わせて復活
し、“石の彫刻祭”とし
て開催します。

ラブストーン

真
鶴
町

海
と
森
と
人
と
つ
く
る
ま
ち

美
の
ま
ち
・
真
鶴

ど
こ
か
懐
か
し
い

人
々
を
あ
た
た
か
く

包
み
込
む
ま
ち

町
の
花

は
ま
ゆ
う

町
の
鳥

い
そ
ひ
よ
ど
り

町
の
木

く
す
の
き

わ が 町 グ ル メ

　
真
鶴
町
に
は
、都
会
で
は
真
似
で
き
な
い
幸
せ

な
時
間
が
あ
り
ま
す
。美
味
し
い
魚
、豊
か
な
自

然
、美
し
い
海
、懐
か
し
い
町
並
み
な
ど
、た
く

さ
ん
の
資
源
が
あ
る
中
で
も
、最
も
自
慢
で
き
る

も
の
が「
真
鶴
ラ
イ
フ
」で
す
。「
自
然
の
恵
み
」・

「
人
々
の
営
み
」・「
催
し
」こ
の
３
つ
が
交
わ
っ
た
と

き
に
生
ま
れ
る「
真
鶴
ラ
イ
フ
」は
、住
ん
で
い
る

人
は
も
ち
ろ
ん
、観
光
や
仕
事
で
訪
れ
る
人
に
も

　
真
鶴
町
は
、
豊
か
な
自
然
を
活
用
し
た
ふ
る

さ
と
教
育
を
進
め
て
い
ま
す
。そ
の
代
表
的
事
業

が
、磯
の
生
物
観
察
会
で
す
。海
洋
教
育
の
専
門

家
と
と
も
に
、子
ど
も
た
ち
が
実
際
に
海
で
生
物

観
察
を
行
い
ま
す
。近
年
で
は
町
立
図
書
館
で
の

「
図
書
館
ま
つ
り
」と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、観

察
会
で
の
経
験
を

仕
掛
け
絵
本
と
し

て
作
成
す
る
こ
と

も
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
子
ど
も
た

ち
が
″
ふ
る
さ
と
〞

真
鶴
を
肌
で
感
じ

る
こ
と
の
で
き
る

事
業
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

磯の生物観察会

美の基準デザインコードブック

おためし暮らし施設くらしかる真鶴

磯の仕掛け絵本づくり

静かな背戸

コミュニティ真鶴
幸
せ
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。

　
人
の
温
か
み
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る「
真
鶴

ラ
イ
フ
」の
中
で
、真
鶴
半
島
の
自
然
や
新
鮮
な

お
魚
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
こ
そ
が
、全
て

の
人
に
自
慢
で
き
る
真
鶴
町
の
魅
力
で
す
。真
鶴

人
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
″
小
さ
い
町
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
お
も
て
な
し
〞を
、皆
で
実
践
し
て
い
き

ま
す
！

　
歩
い
て
回
れ
る
ほ
ど
小
さ
な
町
は
、

人
と
自
然
、
人
と
人
と
の
距
離
が
近

く
、ゆ
る
や
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中

で
と
も
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
海
や
森
、無
数
の
生
命
が
交
差
す

る
町
の
佇
ま
い
は
、初
め
て
足
を
踏
み

入
れ
た
人
で
す
ら
ど
こ
か
懐
か
し
く

感
じ
、人
々
を
あ
た
た
か
く
包
み
込
み

ま
す
。そ
ん
な
″
真
鶴
時
間
〞に
魅
力

を
感
じ
た
人
は
移
住
・
定
住
を
決
め
、

″
真
鶴
ラ
イ
フ
〞を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

真
鶴
町
が
美
の
ま
ち
と
呼
ば

れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

1
9
8
7
年
リ
ゾ
ー
ト
法
の
施
行
に
よ

り
、近
隣
市
町
村
で
投
資
目
的
の
建
築

が
増
え
る
な
か
、真
鶴

町
は
昔
か
ら
引
き
継

が
れ
て
き
た
懐
か
し
い

港
町
の
生
活
風
景
を

変
え
な
い
こ
と
を
選
び

ま
し
た
。

　
そ
ん
な「
真
鶴
ら
し

い
美
し
さ
」を
保
全
す

る
た
め
、ル
ー
ル
化
し

た
も
の
が「
ま
ち
づ
く
り
条
例
」と「
美

の
基
準
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ド
ブ
ッ
ク
」で

す
。作
成
か
ら
約
30
年
経
っ
た
今
、そ

の
価
値
が
少
し
ず
つ
芽
吹
き
若
い
人

た
ち
を
中
心
に
共
感
を
得
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

所在地  〒259-0202
真鶴町岩244番地の１
電話番号  0465（68）1131
URL   http://www.town.
manazuru.kanagawa.jp/
面 積  7.05㎢
人 口  6,756人

I N F O R M A T I O N

ただいまなづる 

人口は、神奈川県人口統計調査「神奈川県の人口と世帯」令和２年４月１日現在のものを掲載しています。面積は、令和２年１月１日現在の国土交通省国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」より行政区域面積を記載しています。
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神奈川県の西南端、横浜から約
60分のリゾート地である湯河原
町は、三方を箱根外輪山や伊
豆、熱海の山 に々囲まれ、南東は
相模湾を望み、海、山、川などの
恵まれた自然環境や歴史文化の
香り漂う、風光明媚な観光の町
です。古くは万葉の時代から温泉
地として人々に知られており、昭
和30年４月に湯河原町、吉浜町、
福浦村の２町１村が合併して、現
在の湯河原町が誕生しました。

湯
河
原
町

湯
河
原
温
泉
街
を
散
策
し
て
み
よ
う

心
と
か
ら
だ
に
じ
〜
ん
わ
り
効
く
湯
河
原
温
泉
の
秘
密

町
の
花

み
か
ん

町
の
鳥

め
じ
ろ

町
の
木

椿
、桜

　
湯
河
原
温
泉
の
発
祥
の
場
所
で
あ

る
石
畳
の
湯
元
通
り
へ
足
を
踏
み
入

れ
る
と
、温
泉
櫓
が
立
ち
並
び
、浴
衣

四
季
彩
の
ま
ち 

ゆ
が
わ
ら

　
湯
河
原
町
の
四
季
を
彩
る
花
々
は
、

湯
河
原
の
人
々
が
大
事
に
育
ん
で
き

た
貴
重
な
観
光
資
源
で
す
。

 「
お
だ
や
か
に
始
ま
る
春
」は
、湯
河

原
梅
林「
梅
の
宴
」。雄
大
な
自
然
景

観
に
出
会
え
る
岩
肌
が
露
出
し
た
幕

山
の
山
麓
斜
面
一
帯
に
紅
梅
・
白
梅
が

約
4
0
0
0
本
咲
き
誇
り
ま
す
。千
歳

川
の
川
沿
い
に
広
が
る
桜
並
木
は
、穏

や
か
な
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、散
策
し
た

く
な
る
場
所
で
す
。

 「
鮮
や
か
に
彩
ら
れ
る
夏
」は
、高
台

に
位
置
し
、真
鶴
半
島
を
望
む
絶
好
の

湯河原梅林

さつきの郷

みかん狩り

湯河原温泉海上花火大会

藤木川と紅葉

芸妓の舞

所在地  〒259-0392
湯河原町中央二丁目2番地1
電話番号  0465（63）2111
URL   https://www.town.
yugawara.kanagawa.jp/
面 積  40.97㎢
人 口  23,555人

I N F O R M A T I O N

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
楽
し
め
る
、約
５
万

株
植
栽
さ
れ
て
い
る「
さ
つ
き
の
郷
」

が
お
す
す
め
。近
く
に
は
茶
畑
が
広
が

る
長
閑
な
景
色
も
堪
能
で
き
ま
す
。そ

し
て
、忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、町
内

の
み
か
ん
畑
。白
く
可
愛
ら
し
い「
み

か
ん
」の
花
が
咲
き
、町
全
体
が
柑
橘

の
香
り
に
包
ま
れ
ま
す
。

 「
森
が
静
か
に
教
え
て
く
れ
る
秋
」は
、

赤
く
色
づ
い
た
も
み
じ
が
美
し
く
染

ま
り
、奥
湯
河
原
エ
リ
ア
で
は
、静
か

な
せ
せ
ら
ぎ
の
音
を
楽
し
み
な
が
ら
、

も
み
じ
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
内
に
あ
る
池
峯

「
も
み
じ
の
郷
」は
、約
5
6
0
本
の
イ

ロ
ハ
モ
ミ
ジ
が
植
栽
さ
れ
て
お
り
、湯

河
原
の
自
然
を
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

 「
心
湧
く
癒
し
場
の
冬
」は
、湯
け
む

り
が
恋
し
く
な
る
季
節
。効
能
に
優
れ

た
湯
河
原
温
泉
に
浸
り
、ゆ
っ
た
り
と

流
れ
る
時
間
を
満
喫
で
き
ま
す
。あ
た

た
か
な
お
も
て
な
し
は
、訪
れ
る
方
の

心
を〝
ふ
ん
わ
り
〞と
解
き
ほ
ぐ
し
、日

ご
ろ
の
疲
れ
を
忘
れ
さ
せ
ま
す
。

　
今
か
ら
約
1
2
0
0
年
前
に
編
集

さ
れ
た「
万
葉
集
」に
も
詠
わ
れ
た
温

泉
で
す
。

 「
足
柄
の
土ど

肥ひ

の
河か
ふ
ち内

に
出
づ
る
湯
の

世
に
も
た
よ
ら
に　
子こ

ろ
が
言
は
な

く
に
」

　
町
内
の
藤
木
川
・
千
歳
川
が
刻
む

湯
河
原
の
渓
谷
に
湧
き
出
て
ゆ
ら
ぐ

湯
の
様
を
恋
人
の
揺
れ
動
く
気
持
ち

に
例
え
た
、素
敵
な
恋
歌
に
よ
っ
て
湯

河
原
温
泉
が
世
に
デ
ビュー
し
ま
し
た
。

　
湯
河
原
温
泉
の
泉
質
は
、ナ
ト
リ
ウ

ム
・
カ
ル
シ
ウ
ム
|
塩
化
物
・
硫
酸
塩

泉
。「
傷
の
湯
」で
知
ら
れ
た
湯
河
原
温

泉
は
、
傷
病
兵
の
療
養
地
に
指
定
さ

れ
、名
湯
の
評
判
が
全
国
に
広
ま
り
、

明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
は
、こ

う
い
っ
た
長
い
歴
史
と
泉
質
の
良
さ
、

そ
し
て
豊
か
な
自
然
を
求
め
て
、夏
目

漱
石
や
芥
川
龍
之
介
、谷
崎
潤
一
郎
、

国
木
田
独
歩
な
ど
、多
く
の
文
豪
が
静

養
に
足
を
運
ん
で
お
り
、現
在
も
免
疫

力
を
高
め
る
と
言
わ
れ
て
い
る
温
泉

が
再
び
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
そ
ぞ
ろ
歩
き
し
た
く
な
る
ス
ポ
ッ

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。川
の
せ
せ
ら
ぎ

の
音
は
心
地
よ
く
響
き
、日
常
の
喧

騒
を
忘
れ
さ
せ
て
く

れ
ま
す
。

　
秋
に
は
紅
葉
が
赤

く
萌
え
、四
季
折
々
の

風
雅
な
景
色
は
人
々

を
惹
き
つ
け
て
や
み

ま
せ
ん
。新
鮮
な
地
元

食
材
を
惜
し
み
な
く
使
っ
た
料
理
に

舌
鼓
を
打
っ
た
り
、
成
分
豊
富
な
温

泉
に
浸
か
っ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
な

ど
、日
常
の
忙
し
さ
を
忘
れ
て
疲
れ
を

癒
す
に
は
最
適
な
環
境
が
整
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
し
て
、華
を
添
え
る
の
は
、湯
河

原
芸
妓
衆
。あ
た
た
か
な
お
も
て
な
し

に
触
れ
る
旅
の
楽
し
み
。多
忙
な
日
常

か
ら
離
れ
て
、静
か
で
自
然
豊
か
な
湯

河
原
温
泉
で
疲
れ
を
癒
し
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

人口は、神奈川県人口統計調査「神奈川県の人口と世帯」令和２年４月１日現在のものを掲載しています。面積は、令和２年１月１日現在の国土交通省国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」より行政区域面積を記載しています。
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愛川町は、仏果山を最高峰とする山
並や、中津川と相模川の清流など、
豊かな自然に包まれた町です。町北
部の「宮ヶ瀬ダム」、中央部の「三増
合戦場跡」、南部の「八菅山」「八菅
神社」など、四季を通じて多くの方で
賑わいます。「神奈川県内陸工業団
地」には、製造業の工場が立地して
いるほか、圏央道「相模原愛川イン
ターチェンジ」の開通に伴い流通業
も次 に々進出し、県央地域の商工業
の拠点として発展しています。

愛
川
町

愛川に
お越しいただけるなら、
何月でも

大
歓
声
に
包
ま
れ
た

「
宮
ヶ
瀬
ダ
ム

ナ
イ
ト
放
流
」

町
の
花

ツ
ツ
ジ

町
の
鳥

カ
ワ
セ
ミ

町
の
木

カ
エ
デ

  「
宮
ヶ
瀬
ダ
ム
ナ
イ
ト
放
流
」は
、宮
ヶ

瀬
ダ
ム
の
観
光
放
流
を
、夜
間
に
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
し
て
行
う
も
の
で
、全
国
的

に
も
珍
し
い
取
組
み
で
す
。

　
令
和
元
年
度
に
は
、
全
国
か
ら
約

３
9
０
０
人
も
の
応
募
が
あ
り
、定
員

を
拡
大
す
る
な
ど
、大
き
な
話
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
ナ
イ
ト
放
流
当
日
は
、
午
後
７
時

か
ら
１
回
目
、７
時
45
分
か
ら
２
回
目

の
放
流
を
実
施
。色
と
り
ど
り
の
ラ
イ

ト
と
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
彩
ら
れ
た
放
流
に
、約

１
２
０
０
人
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
が

酔
い
し
れ
ま
し
た
。

　
愛
川
町
で
は
他
に
も
、毎
年
３
月
に

行
わ
れ
る「
八
菅
神
社
の
火
渡
り
」や
、

８
月
に
行
わ
れ
る
国
際
色
豊
か
な「
勤

労
祭
野
外
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」な
ど
、愛

川
町
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り

だ
く
さ
ん
。

　
四
季
折
々
の
イ
ベ
ン
ト
が
楽
し
め
る

愛
川
町
へ
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

かつての山岳信仰の聖地・八菅神社で行われる
火渡りは、山伏装束の人たちが燃え盛る火の中を
歩き、1年の無病息災を祈ります。

八菅神社の火渡り

動画コンテスト「愛川レッドカーペット」の表彰式は、緋
ひ

毛
もう

氈
せん

が印象的な「古民家山十邸」で開催。明治１６年に建て
られた古民家に新しい風が吹き込みます。

愛川レッドカーペット

町最大のスポーツイベントです。町内の自治会や企業など
から選ばれた選手が冬の愛川町を駆け抜けます。

愛川町一周駅伝競走大会

半原の松葉沢にある「ホタルの里」で行われる初
夏の風物詩です。ゲンジボタルが沢沿いを幻想的
に飛び交います。

松葉沢ホタル鑑賞の夕
ゆうべ

秋には黄金色に輝く田園風景。田んぼの中を走る
道路は「水道みち」と呼ばれ、横須賀まで水を送っ
ていた水道管が敷設されています。

箕輪耕地
愛川町に縁があるメンバーが所属するバンドが
出演。軽音楽のほか和太鼓やダンスグループな
ども出演し、愛川町の冬を熱く盛り上げます。

若者たちの音楽祭

「つつじまつり」が開催される４月下旬から５月
上旬にかけて、県立あいかわ公園では約４万
本のツツジが咲き誇ります。

あいかわ公園のツツジ

世界各国の郷土料理やダンスなど、さまざま
な国の文化に触れることができます。フィナー
レのサンバカーニバルでは、会場となる内陸工
業団地の街路が歓声に包まれます。

勤労祭野外フェスティバル

国登録有形文化財の平山橋を渡って、経ヶ岳、仏
果山へと山登りハイキング。川沿いと山 の々紅葉を
楽しめます。

平山橋から紅葉ハイキング

「かながわの花の名所100選」に選定された桜並
木です。中津川沿いの約200mにわたって約200
本のソメイヨシノが咲き誇ります。例年3月下旬か
ら4月上旬が見ごろです。

坂本青少年広場の桜並木

約300年前から伝わるといわれる、一人立ちの3
頭の獅子などによる獅子舞です。昭和36年に県
の無形民俗文化財に指定されました。

三増の獅子舞

町の産業・文化などを広く紹介するイベントです。
戦国時代に武田氏と北条氏が激突した三増合戦
にちなんだ、甲冑隊による武者行列も行われます。

愛川町ふるさとまつり
1月2月

3月4月

7月

10月

10月

5月

8月

11月

6月

9月

12月

みどころは、一年中。

※新型コロナウイルス感染症の影響により、令和2年度は掲載イベントが中止となっています。

所在地  〒243-0392
愛川町角田251番地1
電話番号  046（285）2111
URL   https://www.town.
aikawa.kanagawa.jp/
面 積  34.28㎢
人 口  39,284人

I N F O R M A T I O N

人口は、神奈川県人口統計調査「神奈川県の人口と世帯」令和２年４月１日現在のものを掲載しています。面積は、令和２年１月１日現在の国土交通省国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」より行政区域面積を記載しています。
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神
奈
川
県
民
の
水
が
め
と
し
て
、首

都
圏
最
大
級
と
な
る
約
２
億
t
も
の
水

を
湛
え
る
宮
ヶ
瀬
湖
を
有
し
、全
国
水

の
郷
百
選
に
も
選
ば
れ
た
清
川
村
。

　
県
の
天
然
記
念
物
で
あ
る
モ
ミ
の

原
生
林
や
ブ
ナ
林
に
育
ま
れ
た
清
流

が
中
津
川
や
小
鮎
川
の
渓
流
を
つ
く

り
、四
季
折
々
の
美
し
い
景
観
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
都
心
か
ら
西
に
約
50
㎞
の
距
離
に

位
置
す
る
丹
沢・大
山
は
ハ
イ
キ
ン
グ
、

山
小
屋
泊
り
の
縦
走
な
ど
、初
心
者
か

ら
上
級
者
ま
で
、１
年
を
通
じ
て
多
く

の
登
山
者
が
訪
れ
ま
す
。村
域
に
は
、

丹
沢
山
・
塔
ヶ
岳
の
名
峰
が
そ
び
え
、

宮
ヶ
瀬
湖
な
ど
を
拠
点
に
登
山
コ
ー

ス
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、大
自
然
の
中
で
は
、カ
ヌ
ー
教

室
や
川
遊
び
・
釣
り
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

な
ど
気
軽
に
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。村
内
に
は
キ
ャ

ン
プ
場
な
ど
が
点
在
し
て
お
り
、家
族

や
気
の
合
う
仲
間
と
と
も
に
、自
然
を

満
喫
し
、充
実
し
た
休
日
を
送
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
若
い
世
代
が
安
心
し
て
子
を
産
み
、

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
、自
然
に

囲
ま
れ
た
こ
の
村
で
、の
び
の
び
と
、

健
や
か
に
育
つ
環
境
を
め
ざ
し
、妊
娠

前
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
り
、切
れ
目

の
な
い
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
村
で
は
、四
季
折
々
の
景
観
に
合
わ

せ
た
イ
ベ
ン
ト
を
数
多
く
開
催
し
て
い

ま
す
。中
で
も
、８
月
の「
青
龍
祭
」は

村
の
伝
統
行
事
と
し
て
親
し
ま
れ
、村

民
が
一
体
と
な
っ
て
参
加
し
ま
す
。和

太
鼓
の
豪
壮
な
音
色
と
と
も
に
燃
え

盛
る
龍
の
姿
は
圧
巻
で
す
。

　
普
段
は
静
粛
な
宮
ヶ
瀬
湖
畔
園
地

も
、冬
に
は
光
に
包
ま
れ
ま
す
。

 「
宮
ヶ
瀬
ク
リ
ス
マ
ス
み
ん
な
の
つ
ど

い
」は
近
隣
地
域
だ
け
で
な
く
全
国
か

ら
多
く
の
方
が
訪
れ
る
一
大
イ
ベ
ン

ト
。高
さ
30ｍ
を
超
え
る
ジ
ャ
ン
ボ
ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
宮
ヶ
瀬
地
区
全
体

を
照
ら
し
ま
す
。

　
学
校
教
育
に
お
い
て
も
、生
徒一人
ひ

と
り
に
密
着
し
、対
面
で
の
き
め
細
か

な
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。小
中
学
生

全
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配
布
す
る

な
ど
、少
人
数
教
育
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
教
育
方
法
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
清
ら
か
な
水
、豊
か
な
緑
、溢
れ
る

人
情
。い
つ
ま
で
も
暮
ら
し
た
い
、誰

も
が
住
み
続
け
た
い
、夢
と
希
望
に
満

ち
た
村
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、皆
さ

ん
の
心
の
ふ
る
さ
と
で
あ
り
続
け
る

た
め
に
、村
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
、村

に
し
か
で
き
な
い
こ
と
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、一
つ
一
つ
歴
史
を
積
み
重
ね

て
い
き
ま
す
。

昭和31年（1956年）9月30日、
煤ヶ谷村と宮ヶ瀬村が合併し
て誕生した清川村は、首都50
㎞圏内に位置する県内唯一
の村です。
面積の89％が山林で占められ
ており、村内全域が、丹沢大山
国定公園と県立丹沢大山自
然公園に指定されています。

村では、今ある特産品を活用し、さらなる
魅力を創出するため、地域おこし協力隊を
はじめ、企業、大学等と連携し、官民一体
となって地場産業の振興と活力ある村づく
りを推進しています。村産のお茶・ゆずを練りこんだジェラート

育児教室

丹沢堂平

相模女子大学との連携

タブレット端末の活用

恵水ポークのあらびきソーセージ

宮ヶ瀬クリスマス みんなのつどい

研究や試行錯誤を重
ね、村で採れた食材を
活用した新商品の開発
に取り組んでいます。す
でに販売されている商
品もあり、着実に成果を
上げています。

村産食材を使った
商品開発世界に認められた

特産加工品
肉質がきめ細かく柔らかで、甘
みのある脂が評判の特産品
「清川恵水ポーク」を使用した
ソーセージを開発。2019年に
は、IFFAコンテストで金賞を受
賞し、世界に認められました。

宮ヶ瀬湖畔遊園地

清
川
村

水
と

  

緑
の

    

心
の
源
流
郷

村
だ
か
ら
で
き
る
子
育
て

全
国
に
誇
る
伝
統
と
文
化

一年
を
通
じ
て
大
自
然
と
遊
ぶ

心
の
ふ
る
さ
と
で
あ
り
続
け
る

カヌー教室

青龍祭

村
の
花

ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ

村
の
鳥

ウ
グ
イ
ス

村
の
木

イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ

わ が 村 グ ル メ 魅力創出

所在地  〒243-0195
清川村煤ヶ谷2216番地
電話番号  046（288）1211
URL   https://www.town.
kiyokawa.kanagawa.jp/
面 積  71.24㎢
人 口  3,076人

I N F O R M A T I O N

人口は、神奈川県人口統計調査「神奈川県の人口と世帯」令和２年４月１日現在のものを掲載しています。面積は、令和２年１月１日現在の国土交通省国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」より行政区域面積を記載しています。
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東海道松並
木

若葉まつり

梅沢海岸

さむかわ中央公園

吾
あ
妻
づま
山
やま
山頂からの菜の

花と富士

西
にし
平
ひら
畑
ばたけ
公園

葉山といえばヨット

一之宮緑道の廃線

多くの歌に詠まれるこゆるぎの浜

小浜海岸からの
景色は

まるでシチリア
海

竹灯篭の夕べ

二
宮
町

中
井
町

葉
山
町

寒
川
町

大
磯
町

松
田
町

酒匂川水系の良質な地下水に
恵まれ、酒づくりが行われる

ハートの丘

おおいゆめの里から見た富士山

大
井
町

14 町村写真館

PHOTO  G A L L E RY

Ka
n a g

a w a k e n

C
h o u s o n k

a i
周年記念周年記念
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山北鉄道公園
のD5270と

マスコットキャ
ラクター「でご

にぃ」

県立あいかわ公園を上空
から

さつきの郷

全国名水１００選に選ばれている名瀑、洒
しゃ

水
すい

の滝

田植えの風景

湯かけ祭り

町中央部に広がる箕
みの

輪
わ

耕地

丹沢堂
どう

平
だいら

に広がるブナ林

雄大な自然に育まれ
た

清らかな水が村内を
流れる

宮城野早川堤の桜並木

あじさいの里

真鶴岬を覆う“お林”

勇壮華麗な船
祭り、貴船まつ

り

清
川
村

湯
河
原
町

愛
川
町

真
鶴
町

開
成
町

山
北
町

箱
根
町

毎年7月31日開催の湖水まつり
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K a
n a g

a w a k e n

C
h o u s o n k

a i
周年記念周年記念

創業190年を超える蔵元で醸
す残

ざる

草
そう

蓬
ほう

莱
らい

純米大吟醸は、綺
麗な吟味とキレの良さが特徴。

三
み

増
ませ

獅
し

子
し

舞
まい

は県指定の無形民俗
文化財「三増の獅子舞」にちなん
だ菓子です。

kuretamaは、美味しい水と、酵母
やミネラルを含んだ飼料で育った
鶏が生む、栄養豊富な卵です。

開
かい

成
せい

弥
や

一
いち

芋
いも

。食味が優れ、格段に白
いねっとりとした旨みのある芋です。

予約販売でしか手
に入らない幻の高
級メロン。甘い香り、
柔らかな肉質、上品
な甘さが特徴です。

寒川のB級グルメ「さむかわ棒コロ」。具材を
春巻きの皮で巻いて揚げた棒状のコロッケ。

足柄茶。寒暖差が大きい山
間部の気候が、豊かな味と
香りのお茶を育みます。

みかん。甘みと酸味のバランスがと
れた、冬に欠かせない果物です。

町内寄
やどりき

地区を流れる清流「中津川」で
育てられたさくら鱒を桜チップで燻した
オリジナルの燻製。

老舗の酒造で熟練の技術
により造られる丹沢水系の
伏流水を使用した日本酒。

お林の恵みを受けて育った海の
幸は、四季折 の々豊富な魚種を
楽しめます。お刺身だけでなく、
干物や塩辛も絶品です。

真鶴みかんは、味が濃く甘みの中に酸
味が残るのが特徴です。実のなる木は豊
かな大地の象徴で、美の基準のキーワー
ドとしても謳われています。

村の自然薯は、一般的なヤ
マイモとは比較にならない
ほどの強力なねばりと香り
で、調理がしやすい一品。

徹底された衛生管理のもと、
丹沢山系のミネラル 豊富な
伏流水で育った豚は絶品。

酒粕を利用して作られたアイス。町内の酒蔵で
作られる日本酒が使われています。

赤玉ねぎの先駆け、湘南レッド。

希少な名産品、大玉柿。

生姜のピリッとした刺激が特
徴のジェラート。

リンゴ酢で漬けた生姜は甘
く爽やかな味わい。

きび餅。大正14年創業、THE湯河原の味。

緑
りょく

碧
へき

の滴
しずく

。
農家のお母さん
手搾りジュース。

町内オリーブ園にて無農薬栽培したオリー
ブのお茶とオイル。

二宮産新漬オリーブ。

大涌谷特有の温泉成分でゆでた「黒たまご」
は、1個食べると7年寿命が延びるとか...。

しらすピザ。湘南のしらす漁は
一
いっ

艘
そう

曳
びき

で、透明なしらすが生
きたまま揚がるので、鮮度が非
常に高いことが特徴です。

葉山牛。農林水産大臣賞を８年連続受賞
した最高級の黒毛和牛。加熱した穀類を
飼料とし、甘みのある美味しさが高く評価
されています。

14町村おいしいもの

合成保存料無添加の自然食品。 
1年間熟成させることで、 みそ本来
の味が際立ったまろやかな味わい。

山北町

真鶴町

大磯町

寒川町

大井町
清川村

開成町

中井町

二宮町

愛川町

松田町

箱根町

湯河原町

葉山町

湘南ブランドのハウスみかん、
湘南の輝き。

二宮の新たな特産物として湘南オ
リーブの栽培に取り組んでいます。

大津みかん100％、砂糖不
使用の無添加ジュース。
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大
正
９
年
５
月
、初
め
て
の
全
国
町
村

長
会
議
が
東
京
市
で
開
催
さ
れ
、「
全
国

各
町
村
の
連
絡
を
図
る
目
的
を
以
て
府

県
を
区
域
と
す
る
町
村
長
会
を
組
織
し

自
治
精
神
の
普
及
徹
底
方
法
を
攻
究
す

る
と
と
も
に
、地
方
自
治
の
振
興
発
展
に

資
す
べ
し
」と
の
協
定
案
が
満
場
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、大
正
９
年
９
月
24
日
横

浜
開
港
記
念
会
館
で
神
奈
川
県
町
村
長

会
創
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、23
町
1
7
5

村
で
組
織
す
る「
神
奈
川
県
町
村
長
会
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、昭
和
22
年
８
月
に「
神
奈
川

県
町
村
会
」に
名
称
変
更
し
ま
し
た
。

　
構
成
町
村
数
は
、昭
和
28
年
の
町
村

合
併
促
進
法
施
行
に
よ
り
昭
和
32
年
10

月
に
は
24
町
２
村
に
、
平
成
の
合
併
で

は
、旧
津
久
井
郡
の
４
町（
城
山
町
・
津

久
井
町
・
相
模
湖
町
・
藤
野
町
）が
平
成

18
年
３
月
と
平
成
19
年
３
月
に
相
模
原

市
と
合
併
し
、現
在
で
は
、13
町
１
村
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
神
奈
川
県
町
村
会
は
、県
内
町
村
の

事
務
及
び
町
村
長
の
権
限
に
属
す
る
事

務
の
連
絡
調
整
や
地
方
自
治
の
振
興
発

展
に
関
す
る
調
査
研
究
な
ど
、町
村
行
政

の
円
滑
な
運
営
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

活
動
す
る
と
と
も
に
、町
村
財
産
の
損
害

を
て
ん
補
す
る
事
業
や
町
村
職
員
の
福

利
厚
生
に
関
す
る
事
業
な
ど
を
実
施
し

て
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

相模原市
川崎市

東京都

山梨県

静岡県

横浜市

足柄上郡
山北町

南足柄市

足柄下郡
箱根町

小田原市

足柄下郡
湯河原町

足柄下郡
真鶴町
足柄下郡
真鶴町

足柄上郡
大井町

足柄上郡
松田町

秦野市

足柄上郡
中井町

中郡
二宮町
中郡
二宮町

中郡
大磯町

平塚市

伊勢原市

厚木市

愛甲郡
愛川町

座間市
大
和
市

綾瀬市
海
老
名
市

高座郡
寒川町
高座郡
寒川町

茅ヶ崎市

藤沢市

鎌倉市

逗子市

三浦郡
葉山町

横須賀市

三
浦
市

愛甲郡
清川村

足柄上郡
開成町
足柄上郡
開成町

旧津久井郡
旧城山町

旧津久井郡
旧相模湖町

旧津久井郡
旧藤野町

旧津久井郡
旧津久井町

松本 一彦  真鶴町長 本山 博幸  松田町長 中﨑 久雄  大磯町長

冨田 幸宏  湯河原町長 湯川 裕司  山北町長 村田 邦子  二宮町長

小野澤 豊  愛川町長 府川 裕一  開成町長 杉山 祐一  中井町長 山梨 崇仁  葉山町長

岩澤 吉美  清川村長 山口 昇士  箱根町長 小田 眞一  大井町長 木村 俊雄  寒川町長

神
奈
川
県

町
村
会
と
は

構成町村：１３町１村

三浦郡 葉山町

高座郡 寒川町

中郡 大磯町／二宮町

足柄上郡 中井町／大井町／松田町／山北町／開成町

足柄下郡 箱根町／真鶴町／湯河原町

愛甲郡 愛川町／清川村

令和2年10月1日現在

14
人
の
仲
間
た
ち
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代 氏　　　名 町 村 名
初代 金子 角之助 藤沢町長
2 新田 信 茅ヶ崎町長
3 石渡 秀吉 浦賀町長
4 中田 寿一郎 小田原町長
5 加藤 小兵衛 浦賀町長
6 望月 珪治 海老名町長
7 石村 喜作 仙石原村長
8 添田 良信 茅ヶ崎町長
9 石村 幸作 湯本町長
10 小林 与次右衛門 相模原町長
11 松崎 定治 三崎町長
12 足立原 永助 厚木町長
13 飯山 藤三 金田村長
14 橋本 徳治 真鶴町長
15 竹内 新三郎 伊勢原町長
16 小磯 武二 城山町長
17 鹿野 文三郎 座間町長
18 田村 治平 大井町長
19 亀井 一郎 箱根町長
20 田中 富 葉山町長
21 露木 甚造 開成町長
22 柳川 賢二 二宮町長
23 勝俣 茂 箱根町長
24 相馬 晴義 愛川町長
25 瀬戸 洋二 大井町長
26 倉田 知昭 藤野町長
27 藤沢 賢一 寒川町長
28 北島 厚 城山町長
29 小野澤 茂明 相模湖町長
30 三木 邦之 真鶴町長
31 天野 望 津久井町長
32 守屋 大光 葉山町長
33 米岡 幸男 湯河原町長
34 島村 俊介 松田町長
35 間宮 恒行 大井町長
36 山口 昇士 箱根町長
37 尾上 信一 中井町長
38 大矢 明夫 清川村長
39 冨田 幸宏 湯河原町長

神奈川県町村会 歴代会長名簿  14町村合併経過
現在の町村名 町村会創立当時の町村 合併の経過
三浦郡 葉山町 三浦郡葉山村 葉山町（大正14.1.1）

高座郡 寒川町 高座郡寒川村 寒川町（昭和15.11.1）

中郡
大磯町

中郡大磯町 →
大磯町（昭和29.12.1）

中郡国府村 国府町（昭和27.4.1）

二宮町 中郡吾妻村 二宮町（昭和10.11.3）

足柄上郡

中井町 足柄上郡中井村 中井町（昭和33.12.1）

大井町

足利上郡上中村（栃窪除く） 相和村
（昭和21.11.3）

大井町（昭和31.4.1）
足柄上郡山田村

足柄上郡曽我村（上大井､西大井） →

足柄上郡金田村 →

松田町
足柄上郡松田町

松田町（昭和30.4.1）
足柄上郡寄村

山北町

足柄上郡川村 → 山北町（昭和8.4.1）

山北町
（昭和
30.2.1）

山北町
（昭和
30.4.1）

山北町
（昭和
30.9.1）

足柄上郡共和村 → →

足柄上郡川西村
清水村
（大正12.4.1） 清水村

（大正14.2.1）
足柄上郡谷ヶ村

足柄上郡山市場村

足柄上郡神縄村 （日影、日向、ヲキツチ、 
掘木沢及び小畑野嵐の一部） →

足柄上郡神縄村 （田ノ入､尾崎、ヲソノ及び
小畑野嵐の一部） → 三保村

（大正14.2.1）足柄上郡三保村 →

（足柄上郡北足柄村平山） → → →

（足柄上郡松田町寄（高松）） → → → →

開成町
足柄上郡酒田村

開成町（昭和30.2.1）
足柄上郡吉田島村

足柄下郡

箱根町

足柄下郡箱根町
箱根町
（昭和29.1.1）

箱根町（昭和31.9.30）

足柄下郡元箱根村

足柄下郡芦ノ湯村

足柄下郡湯本村 湯本町（昭和2.10.1）

足柄下郡温泉村 →

足柄下郡宮城野村 →

足柄下郡仙石原村 →

真鶴町
足柄下郡真鶴村 真鶴町（昭和2.10.1）

真鶴町（昭和31.9.30）
足柄下郡岩村 →

湯河原町

足柄下郡土肥村 湯河原町（大正15.7.1）

湯河原町（昭和30.4.1）足柄下郡福浦村 →

足柄下郡吉浜村 吉浜町（昭和15.4.1）

愛甲郡

愛川町

愛甲郡愛川村 愛川町（昭和15.4.1） 愛川町
（昭和30.1.15） 愛川町

（昭和31.9.30）愛甲郡高峰村 →

愛甲郡中津村 → →

清川村
愛甲郡煤ヶ谷村

清川村（昭和31.9.30）
愛甲郡宮ヶ瀬村
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後書きに代えて

　神奈川県町村会が創立された大正9年は、スペイ
ンかぜと呼ばれたインフルエンザが世界的に猛威を
振るっていました。
　それから100年が経過した今、新型コロナウイルス
感染症が世界的に大流行し、各国は検査、治療、移
動制限、大規模イベントの中止などにより感染拡大
を必死で押さえようとしています。
　わが国でも、多くの方がこの感染症に感染し、残念
ながら多くの方が亡くなられました。
　また、今年、開催が予定されていました東京2020
オリンピック・パラリンピックも延期になるなどこの感
染症が社会・経済に与えた影響は極めて大きなもの
になりました。
　現在、先が見通せない中で、国、県、市町村が一丸
となって感染拡大防止に全力で取り組んでいます。
　この記念誌はそうした状況の中で、神奈川県内の
14町村が力を合わせて編集し、発行したものでござ
います。

　令和2年10月

発行日 令和2年10月1日
編集・発行 神奈川県町村会　TEL：045-664-7454
制作　 公益社団法人かながわデザイン機構
デザイン 松平 小百合

神奈川県町村会創立100周年記念
魅力あふれる神奈川県の14町村

本誌に記載している記事・写真・イラストの無断転載はご遠慮ください。
本誌に掲載した内容は、各町村から情報提供いただき作成し、令和２年１０月時点のものになります。新型
コロナウイルス感染症の影響により掲載イベント等が中止・延期等になっている場合がありますので、ご注
意ください。
本誌に関するお問い合わせは、神奈川県町村会までお願いいたします。
本誌に掲載された内容により生じたトラブルや損害などに関しては、本会では補償しかねますので、あらか
じめご了承ください。
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